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茨城県は　長期的な展望のも飢こ　産業魯経済の発展に伴　広域流通機

構の整備と9　県士の普遍的な発展を図るために撃　県内の交通体系の整備を

進めております。

主要地方道水戸茂木線道路改良工事もその一環として計画されたもので

すが撃　その予定地内には撃　多くの埋蔵文化財包蔵地が確認されています。

このたび　茨城県教育財団は　茨城県から埋蔵文化財発掘調査事業につ

1ての委託を受け　平成　年4月且目から平成　年相月別口および平成8

ノ　′ノ　　　ブ、ら、′′‥工了、′！ノ、．　∫、＿．裾′て　　定言∴∴∴ノく′　′丈．ノ＼言、∴芋改

段工事地内に所蔵する伸郷遺跡の発掘調査を実感恒たしました。

本書はラ　伸邪遺跡の調査成果を収録したものであります。本書が学術的

な研究資料としてはもとよ勘　教育　文化の向上の一助として活用されま

すことを希望いたします。

なお　発掘調査及び整理作業を進めるに当た勘　委託者である茨城県か

ら賜りました多大なるご協力に対し撃　深く感謝申し上げます。また9　茨城

県教育委腰全学　常北町教蘭委腰会をはじめ学　関係各機関及び関係各位から

御指導　御協力を賜りましたこ飢こ対し　衷心よ　感謝の意を表します。

′読′、：′‾∴ノ

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本　　品
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1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成5年4月から平成5年10月及び，平成8
なかごう

年7月に発掘調査を実施した，茨城県東茨城郡常北町上入野2，195番地ほかに所在する仲郷遺跡の発掘調査

報告書である。
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3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，小札等のⅩ線撮影については，財団法人　栃木県文化振興事業団　埋蔵文化財セ

ンターの津野仁氏および車塚哲久氏にご協力をいただいた。

5　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。
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なか　ごう
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いばらきけんひがしいばらきぐん
茨城県東茨城郡 08306 36度

26分

25秒

140度
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19960701

平成 5 年度 主要地方道
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平安時代

鎌倉時代

時期不明

竪穴住居跡11軒 土師器　 須恵器 土坑内より，平安時代の大鎧の
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凡 例

1　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝48，930m，Y軸＝49，540mの交

点（Bla．）を基準点とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南

北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この

大調査区を東西，南北に各々10等分し，4m四方の

小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用

い，北から南へA，B，C…・，西から東へ

1，2，3…・と　し，「Al区」，「B2区」のよ

うに呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へ

a，b，C…・j，西から東へ1，2，3…・0

とし，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，

「B2b2区」のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりで

1　　　　　　　　2　　　　　　　　　3

●1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

b

c

d

●
f

9

h

l

j

第1図　調査区呼称方法概念図

ある。

遺構　　　住居跡－SI　　土坑－SK　　不明遺構．SX

遺物　　　土器－P　　土製品－DP　石製品－Q　金属製品－M

土層　　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

●　土器 ○土製晶　　　　　　口　石製晶

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遣物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺200分の1，住居跡や土坑，不明遺構は60分の1に縮尺し掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にS＝1／○と表示した。

（3）「主軸方向」は長径方向とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度

で表示した（例　N－100　－E，N－100　－W）。なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A－口径　Br器高　C－底径　D一高台径　E－高台高　F一体部径とし，単位

はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（5）遣物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測（P）番号，出土位置及びその他必要と思われる事項を

記した。
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I）L13　第35号土坑√－i主上壷板・栴檀板X線写真

PL14　第35号土坑出土壷板・栴檀板Ⅹ線写真



第盈章　調査経緯

第温節　調査に至る経過

茨城県では，県土の基盤整備推進の方針のもと，県土60分構想の具体化や円滑な都市交通の確保を図るなど，

ゆとりある社会の実現を目指して道路の整備を進めている。主要地方道水戸茂木線は，茨城県水戸市と栃木県

茂木町を結ぶ幹線道路として重要な役割を果たしている。しかし，近年の交通量の増加により，幅員狭小の上

入野地区では交通の混雑が著しい現状にある。茨城県は，その早急な解消を目的として道路の改良工事を計画

した。

工事に先立ち，平成4年6月1日，茨城県は，茨城県教育委員会に工事予定地内における埋蔵文化財の所在

の有無及びその取り扱いについて照会した。そこで，茨城県教育委員会は同年10月27，28日に試掘調査を実施

した。その結果，工事予定地内に仲邪道机　上入野遺眺　青木遣眺　後側道帆　前側遺跡が存在することを確

認し，同年12月14日，伸郷遺跡ほか4遺跡が所在する旨茨城県に回答した。茨城県は，平成5年1月19日，茨

城県教育委員会にその取り扱いについて協議を求めた。同年2月2日，茨城県教育委員会は，茨城県に対し，

記録保存の措置を講ずる旨の回答を行い，調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県と茨城県教育財団は，埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成5年4月1日から同

年10月31日にかけて，仲郷遺机上入野遺眺青木遣眺後側道眺前側遺跡の発掘調査を実施することとなっ

た。なお，仲郷遺跡については，末男地などの問題もあり，残りの調査を平成8年7月1日から同年7月31日

にかけて発掘調査を実施した。

第2節　調査経過

仲郷遺跡の発掘調査は，平成5年4月1日から平成5年10月31日及び，平成8年7月1日から平成8年7月

31日にかけて実施した。以下，その概要を月ごとに略述する。

平成5年

4月

5月

9月

10月

平成8年

6月

7月

発掘調査開始にあたっての諸準備を行う。8日に現地踏査を行い，その後現場事務疏　倉庫等を設

置した。16日から作業補助員を投入し，調査機材等を搬入した。20日に発掘調査の円滑な進行と安全

を祈願して鍬入れ式を挙行した。22日に試掘調査を開始した。

継続して7勘11日に試掘調査を実施した。その結果，竪穴住居跡等の遺構が確認された。当遺跡

の調査を一時休止し，先に青木遺机　上入野遣眺　後側遺眺　前側遺跡の発掘調査を実施した。

当遺跡の調査を14日に再開した。調査の効率を上げるため，重機を導入し，表土の除去を行い，並

行して遺構の確認作業を実施した。10月中旬までは後側遺跡の遺構調査を中心に実施した。

13日遺構確認状況の写真撮影をし，14日から遺構調査に入った。23日に遺構調査を終了し，25日か

ら撤収の準備を開始し，31日には現場事務所を閉鎖し，今年度分の調査を完了した。

調査に先立ち，調査区内の表土除去を重機により行う。竪穴住居跡等の遺構の存在を確認する。

発掘調査開始するにあたっての諸準備を行う。4日より，作業補助員を投入し，遺構の確認調査を
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実施した。5日に調査区内の遺構確認状況の写真撮影を行い，遺構調査に入った。26日に遺構調査を

終了し，29日から撤収の準備を開始し，31日には現場事務所を閉鎖し，調査を完了した。
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第望章　位置と環境

第且節　地理的環境

仲郷遺跡は，茨城県東茨城郡常北町大字上入野字馬場2，198番地－1ほかに所在している。

常北町は言茨城県のほぼ中央部に位置し，北は桂札束は那珂川をはさんで那珂軋南は水戸市及び笠間市，

西は七会村に接している。

常北町の地形は，西から東に丘陵性山地　台地言中積低地に大別される。西部の丘陵性山地は，八溝山地の

南の鶏足山塊の東綾部にあたり，標高200m程度の低山が連なる。鶏足山塊は，主に砂岩，頁岩の互層からな

り，一部にチャートや石灰岩をはさんでいる。また，丘陵性山地周辺部には凝灰岩，砂岩，泥岩等からなる地

層が分布しており，台地の基盤岩となっている。常北町の台地は，那珂西台地あるいは石塚台地と呼ばれる洪

積台地であり，市街地の大部分がここに形成されている。台地は，標高40～50m程度で低地との比高は約20m

あり，急崖に囲まれている。町の東部を南に流れる那珂川と東に流れる藤井胱酋針目等の那珂川の支流群は，

台地を開析し沖積低地を形成している。低地は主に水田に利用されている。

仲郷遺跡の所在する上入野地区は，常北町の南東部に位置し，東から南は水戸市藤井町及び成沢町に接して

いる。遺跡は，石塚台地南部の上入野台地に立地する。この台地は，北部を流れる藤井川と南部を流れる前沢

川によって開析された西から東に延びる舌状台地である。台地の南北幅は約500m，低地との比高は約20mで，

台地の大部分は宅地及び畑地に利用されており，調査前の現況は畑地であった。

主要地方道水戸茂木線の新路線は，水戸方面から上入野台地の東端部南より台地に上がり，旧路線の北側を

茂木方面へと向かっている。当路線内には上人野道眺　青木遺眺　後側遺眺　前側遺跡が確認されており，い

ずれも平成5年度に発掘調査が実施され，平成7年度に「主要地方道水戸茂木線道路改良工事地内埋蔵文化財

調査報告書I」として刊行されている。

参考文献

⑳常北町史編さん委員会『常北町史』1988年　3月

⑳常北町郷土文化研究会「常北町上入野e青木e仲郷・後側e前側遺跡の発掘調査」『常北の文化　第17号』

1994年　3月

⑳茨城県教育財団「主要地方道水戸茂木線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書I　上人野道眺　青木遺眺

後側遺眺　前側遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告第108集』1996年　3月

第2節　歴史的環境

仲郷遺跡付近は，那珂川とその支流群によって開析された台地が発達し，原始，古代より恰好な居住の場と

して利用されてきた。そのため当遺跡の立地する上入野の台地には多数の遺跡が存在する。周辺の遺跡につい

ては発掘調査例が少ないため詳細は明らかではないが，当地域の主な遺跡について概観する。
はるその　　　かたやま　　　にはんまつ　　　むかいはら

旧石器時代の遺跡としては，春園遺眺　片山遣眺　二本松遣眺　向原遺跡の4か所が知られている。いず

れも常北町の北部に位置し，石器が採集されているが時期等は不明である。また，如珂川右岸の水戸市十万原
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に　さわ　　　　　じゅうまんばら

の台地上のドゥゼンクボ遺跡く10〉，二の沢遺跡く11〉，十万原遺跡く17〉等からも旧石器が採集されている。

縄文時代の遺跡は，山間部から台地の縁辺部まで広く分布している。町内の遺跡では，早期から晩期までの
おさかみやかた　　　やすど　　　　　　　　なかのだ

遣物が出土している片山遺跡をはじめ，早期の小坂官方遺眺　安渡遺眺　早e前期の仲野田遣眺　早・中期の
なかづま　　　　　なかさい　　　　　　　　　　　　　　　　　　せきね　　　うしろがわ

中妻遺跡く7〉，那珂西遺跡く16〉学　士入野台地に立地する中期の関根遣眺　後側遺跡く4〉がある。後期の
と　うち　てんじん　　　　　ましいほんごう

遺跡としては，外ノ内。天神遺跡く6〉，増井本郷遺跡く22〉等が知られている。また，那珂川右岸の遺跡と
ふじいちょう　　　　　しみずだい

しては，ドゥゼンクボ遣眺　二の沢遺眺　ニガサワ遺跡く13〉，十万原遺帆　藤井町遺跡く18〉言青水台遺跡
みなみこまがた　　　　　はなわ　　　　　なるさわおおつか　　　　　しもじゅく　　　　　ばばじり

く20〉，南駒形遺跡く21〉，塙遺跡く25〉，鳴沢大塚遺跡く27〉，下宿遺跡く32〉，馬場尻遺跡く35〉等が知ら

れている。
かたやま　　　かぎはやまえ　　　かみいりの

弥生時代になると遺跡数は少なくなり，片山遣帆　風隼前遺帆　上人野遺跡く2〉などが知られている程度

である。常北町周辺の遺跡としては，那珂川右岸の台地縁辺部に立地したボンボン遺跡く9〉，ドゥゼンクボ

遺跡，馬場尻遺跡などがあげられる。

古墳時代前e中期の遺跡は，弥生時代の遣蕗と同様確認されている遺跡数は少なく，石塚地区の風隼前遺跡

や上入野台地や那珂西台地で確認されている程度である。後期になると遺跡数は増加する。風年前遺跡からは，

多量の後期の土器とともに石製模造品　滑石製の勾玉や臼玉等が出土している。また，この時期の古墳として
ましい　　　　　かみあおやま　　　　ながみね　　　　いしつか

ほ9　増井古墳く23〉，上青山古墳群9　長峰古墳群，石塚古墳群等が知られている。
ほっこめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみいり

奈良。平安時代になると遺跡数はさらに増加し，中妻遣眺　北米遺跡く8〉，那珂西遣眺　増井遣机　上入
の　　　あおき　　　　　　　　　　まえがわ

野遺眺　青木遺跡く3〉，後側道眺　前側遺跡く5〉等常北町内だけでも36か所の遺跡が確認されている。常
だいわたり

北町周辺の遺跡としては，那珂川右岸の台地上には水戸市の台渡廃寺跡がある。この寺は，「徳輪寺」，「仲寺」

と呼ばれた那珂郡の「郡の寺」であり，これまでの調査で塔跡，門帆　溝，工房跡，柵列等が確認されており，
あぼっけ

さらに寺の北側には，那珂郡の郡街の存在も想定されている。また，南西約4kmの前沢川上流には木葉下窯

跡（水戸市）があり，現在までに工5km四方に金山支群，三ケ野支群，高取山支群の3支群が確認されてい

る。これらの窯跡は，8世紀初頭から9世紀後半まで操業していたと考えられている。当窯跡からは台渡廃寺

に供給していたとみられる瓦も出土しており，台渡廃寺や那珂郡街とかかわりのある官窯としての性格を有し

ていたものと考えられている。さらに，南東3kmの那珂川右岸の台地上には，火葬骨を納めた蔵骨器が密集
いいとみ

して発見された飯富火葬墓跡く30〉（水戸市）がある。

平安時代から中世にかけては9　この地域は常陸大様氏，那珂氏，佐竹氏の勢力下にあり，各種の抗争の舞台
なかさい

となった。そのため，各氏の一族や臣下の城館が各所に造られた。石塚城跡や県指定史跡の那珂西城跡く15〉

は今でも堀や土塁の跡を留めている。上入野地区でも，小字名から考えて3か所に城館の存在が考えられてい

る。また，上入野台地西端の小松寺には，平重盛のものと伝えられる墓が存在する。

近榔こなると，この地域は水戸藩領となり，佐竹氏，大接氏，江戸氏の一族や家臣で帰農した者や，戦国以

降に移住した武士や農民が加わり近世の村を形成した。元禄期頃からほ，茶の生産が盛んに行われるようにな

り，那珂川水運の中継地として河岸が置かれるなど賑わいをみせていた。

※文中の＜＞内の番号は，表1，第3図中の該当番号と同じである。

参考文献

⑳茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』1990年　3月

◎常北町史編さん委員会『常北町史』1988年　3月

⑳常北町郷土文化研究会『常北の文化　第17号』1994年　3月
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⑳水戸市史編さん委眉会『水戸市史』1963年　9月

⑳茨城県史編さん第一部会『茨城県史料　考古史料編　先土器0縄文時代』1979年　3月

⑳茨城県史編集会『茨城県史料　考古史料編　弥生時代』19狙年　3月

⑳茨城県史編さん原始古代史部会『茨城県史料　考古資料編　古墳時代』1974年　2月

⑳茨城県史編集会『茨城県史料　考古資料編　奈良の平安時代』1995年　3月

⑳茨城県教育財団「主要地方道水戸茂木線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書‡上人野道晩青

木遺跡9　後側道晩　前側遺跡」『茨城県教育財団文化財諷査報告第108集』1鱒年　3月

表1　伸郷遺跡周辺遺跡一覧表

番

にコ写

遺　　　 跡　　　 名
県遺跡

番号

時　　 ‾‾‾‾‾飛 ！‾…番

号
遺　　　 跡　　　 名

県遺跡

番号

時　　 工

lH
石
縄
文
弥
生
古奈
墳平
鎌
室
江
戸

旧
有
縄
文
弥
生
古
墳
奈
平
墜
至
江
戸

① 仲　　 郷　　 遺　　 跡 当遺跡 ○○ 19 清　水　 台　古　 墳　群 120 ○ ○

2 上　 入　 野　 遺　 跡 4576 ○ ○○○ 20 清　 水　 台　 遺　 跡 33 ○ ○○

3 青　　 木　　 遺　　 跡 ○○○C）21 南　 駒　 形　 遺　 跡 34 ○ ○○

4 後　　 側　　 遺　　 跡 ○ ○○○ 22 増　井　 本　郷　 遺　 跡 4581 ○ ○○

5 前　　 側　　 遺　　 跡 ○ 23 増　　 井　　 古　　 墳 292 ○

6 外 ノ内 ・天神遺跡 4571 ○ ○ 24 関　　 根　　 遺　　 跡 4575 ○ ○

7 中　　 妻　　 遺　　 跡 4577 ○ 25 塙　　　 遺　　　 跡 30 ○ ○○

8 北　　 米　　 遺　　 跡 4578 ○ 26 神　　 生　　 館　　 跡 134
！
○○

9 ボ　 ン　ボ　 ン　遺　 跡 2598 ○ 27 鳴 沢 町 大 塚 遺 跡 2641 ○ ○

10 ドゥゼンクボ遺跡 2597 ○○○○○ 28 鳴 沢町人塚古墳群 2640 ○

Ⅲ の　 沢　 遺　 跡 2599 ○○○○○ 29 飯　　 富　　 遺　　 跡 2618 ○○○○

12 二　の　 沢　古　墳　 群 2600 ○ 30 飯　富　 火　葬　 墓　跡 2618 ○

13 ニ　ガ　サ　 ワ　遺　 跡 2601 ○○○○ 31 塚　 山　 古　 墳　 群 119 ○

14 ニ　ガ サ　ワ　古 墳 群 2602 ○ 32 下　　 宿　　 遺　　 跡 31 ○

15 那　 珂　 酉　 城　 跡 293 ○ ○○ 33 高　　 根　　 遺　　 跡 2605 ○○

16 那　 珂　 酋　 遺　 跡 287 ○ ○ 34 大　井　 下　 古　墳　群 117 ○

17！

望i＿＿

十　万　原　遺　跡！

藤　井　町　遺　跡i

26可

望＿望＿＿＿＿＿＿i

○！
！
○！

望＿！

○！

○！

Oi
i
Oi
i
○！
！
日
ii
35！
i
馬　場　尻　遺　跡i26中

郡
○i
i
○！
！
○i
i
○！
i＿＿
i i
i＿＿＿＿＿WN土
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第3章　遺　　跡

第1節　遺跡の概要

仲郷遺跡は，藤井川と前沢川にはさまれた，標高40～50mの上入野台地の中央部に立地する，古墳・平安時

代の集落跡である。調査面積は，平成5年度が485m2，平成8年度調査が536m3である。

今回の調査によって確認された遺構は，古墳・平安時代の竪穴住居跡13軒，鎌倉時代の土坑1基，時期不明

の竪穴遺構・土坑・ピット141基である。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）で25箱出土している。主な遣物は，古墳・平安時代の要・杯・甑・盤・

蓋等の土師器，須恵器類，灰粕陶器の花瓶（鎌倉時代）のほかに鉄製品として紡錘車，鉄，大鎧の小札等が出

土している。

第2節　基本層序

調査区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を

行った。（第4図）

第1屑は，70cm前後の厚さの耕作土であり，黒色を

している。

第2層は，15～30cmの厚さで，白色微粒子および七

本桜軽石ブロックを含む暗褐色土である。

第3層は，5～10cmの厚さで，七本桜軽石を主体と

した明褐色土である。

第4層は，0～35cmの厚さで，微量の白色微粒子を

含む褐色土であり，粘性を帯びている。

第5層は，

第6層は，

第7層は，

第8層は，

第9層は，

第10層は，

15－40cmの厚さで，

40cm前後の厚さで，

5－60cmの厚さで，

5～20cmの厚さで，

20cm前後の厚さで，

25cm前後の厚さで，

第4図　基本土層図

極微量の白色微粒子を含むハードローム層である。

極微量の白色微粒子を含む褐色土である。（第1黒色帯と考えられる。）

少量の鹿沼パミスを含む明黄褐色土である。

多量の鹿沼パミスを含む明黄褐色土である。

鹿沼パミスを主体とした黄橙色土である。

砂質を帯びた褐色土である。

第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

今回の調査では，古墳時代の竪穴住居跡2軒，平安時代の竪穴住居跡8軒，時期不明の竪穴住居跡3軒，計

13軒の竪穴住居跡を確認した。以下，遺構番号順に記載する。

－7－



第瑠号健履跡（第5図）

位置　調査区の中央部，A3111区。

規模と平面形　長軸魯粥m　短軸傲狙mのほぼ正方形である。

主軸方向　N－22J－11－「

壁　壁高は16～31cmで学　外傾してほぼ垂直に立ち上がる。

壁瀦　北西コーナー部と南東コーナー部。上幅約10cm9　下幅約5cm9　深さ約5cmで，断面形はU字状を呈す

る。

床　平坦で9　コーナー部を除いて9　ほぼ全商が踏み固められている。

ぽッ匪　1か所（Pl）。Plは撃径3～器cmのほぼ円形で　深さ5cmであ勘　配置から出入り持施設関連の柱穴

と思われる。

竃　北壁中央部を壁外に20cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。規模は　長さ掴cm9幅110。mで，

袖部の道春状態は良い。火床部はラ　床面をわずかに掘り窪めた程度で9　赤変硬化している。中央部に土製の

支脚が立位の状態で出土している。煙道部は9火床から緩やかに立ち上がっている。覆土は912層からなる。

竃土層解説

1　明　黄　褐　色　粘土の単純層である

2　にぷい黄褐色　焼土粒子・粘土粒子少量

3　明　黄　褐　色　焼土粒子微量

4　にぷい赤褐色　粘土粒子多鼠　焼土粒子中量

5　にぷい黄褐色　焼土粒子。ローム粒子0粘土粒子少量

炭化粒子微量

6　時オリーブ褐色　焼土粒子・ローム粒子を粘土粒子少量

炭化粒子微量

覆土16層からなる自然堆積である。

土層解説

1　赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　黒褐色　ローム粒子多量

5　暗赤褐色　ローム粒子多量

6　黒　　色　焼土粒子微量，ローム粒子少量

7　黒褐色　焼土粒子0ローム小ブロック微量

8　黒褐色　焼土粒子eローム粒子微量

7　黒褐色

8　明黄褐色

9　黄褐色

10　黄褐色

n　明黄褐色

12　暗赤褐色

ローム粒子中最　粘土小ブロック少量

ロームブロック主体

ローム粒子多鼠　焼土粒子少最　炭化粒子微量

ローム粒子少鼠　焼土粒子や炭化粒子の粘土粒子微量

焼土粒子微壷

焼土粒子やローム粒子少量

9　極暗褐色　ローム粒子。炭化粒子少鼠　焼土粒子微量

10　黒褐色　ローム粒子多鼠　焼土粒子微量

は　黒　　色　ローム粒子・廃土粒子微量

12　黒　　色　焼工粒子・炭化粒子・ロー一一一一一一ム粒子微量

13　黒褐色　焼土粒子。炭化粒子微量，ローム粒子少量

14　赤褐色　廃土粒子少量

15　黒　　色　焼土粒子・ローム粒子微量

16　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子微風　ローム粒子少墨

逸物　土師器片248息　須恵器片9鳥　不明鉄製品2点が出土している。第6図1の土師器棒，4の土師器台

付婆は南部床面から9　2の土師器塚は北東部床面からそれぞれ出土している。3の土師器杯は9　覆土中から

出土している。5の士製品は，竃の補強材と考えられる。

所農　本跡はラ　遺構の形態及び出土遣物から古墳時代後期（7世紀後半）の住居跡と思われる。
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第5図　第1号住居跡実測図
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第6図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（細） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 6 区l 土不 A 1 3．3 丸底。休部 は九味 を持 って立 ち上が 休部外 面お よび ロ線部内 ・外面は摩 長石 ・石 英 P 1　 99％

1 土 師 器 B　 5．0 り， ロ綾部 に至 る。 口縁端部は若干

内攣す る。

耗が著 しい。休 部内面へ ラ磨 き。 橙 色

普通

床 面

2

土不 A 12．0 丸底。休部 は九 味を持 って立 ち上が 休部外 面へ ラ削 り， ロ綾 部内面横ナ 長石 ・石 英 P 2　 8 0％

土　 師 器 B　 4．8 り， ロ綾部 との境 に弱い綾 をもつ。 デ，休部 内面へ ラ磨 き。 褐灰色 床 面

ロ綾部 は弱 く外傾 して立ち上が る。 普通 内面 黒色処理

3

土不 B （4．0） 底部か ら口綾部 にか けての破 片。 丸 休 部外面へ ラ削 り， ロ縁部 内面横 ナ 長石 ・石英 P 3　 4 0％

土 師 器 底。休部は 内攣 して立ち上が り， ロ デ。休部 内面 は摩耗 が著 しい。 暗褐色 覆土 内

綾部は直立す る。 普通 内面黒 色処理

4

台 付 婆 A 15．2 ロ綾 部一部欠損。 中実柱状 の脚部 を 休 部外面縦方 向のへ ラ削 り， 内面ナ 長石 ・石英 P 4　 70％

土 師 器 B 1 8．1 持 つ。休部は内管 しながら立ち上 が デ。 ロ縁部内 ・外面横ナ デ。 中実柱 明赤褐色 床面

D　 7．7

E　 5．0

り， ロ綾部で外反す る。 ロ縁下端由

に一 条の沈線が巡 る。 中実柱状の底

部 は， 上げ底状 を呈す る。

状 の底部内面上げ底，へ ラ削 り。 普通

図版番号 種　　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第 6 図 5 竃　 補　 強　 材 27．7 12．0 3．8 142 0．3 覆土中層 D P l

第2号住居跡（第7図）

位置　調査区東部，A2h7区。

重複関係　本跡の南部で，第11，12号土坑と重複している。第11，12号土坑が，本跡の覆土を掘り込んでいる

ので本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．18m，短軸（3．55）mで長方形と思われる。

主軸方向　N－890－E

壁　壁高は27－47cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

－10－
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壁溝　全周すると思われるが，北部は調査区外であり確認できていない。〕また，部分的に撹乱を受けている。

上幅約12cm，下幅約7cm，深さ約5cmで，断面形はU宇状を呈する。

床　ほぼ平出で，中央部は踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P」）。Plは，径30cmのほぼ円形で，深さ10cm。Pコは，径25cmのほぼ円形で，深さ10cm。

P3は，径40cmのほぼ円形で，深さ45cm。P4は，径40～50cmの楕円形で，深さ70cmである。P3，Plは位置及

び覆土から考えて主柱穴，Pl，Pコは補助柱穴と考えられる。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量　　　　　　3　黒　褐　色　ローーム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黄灰色　焼土粒子を炭化粒子eローム粒子極微墓　　　　4　オリーブ褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極微巌

遺物　土師器片308点，須恵器片325点，鉄製紡錘車1点，鉄鉱1点，鉄棒1点が出土している。第8図3の須

恵器杯は南部壁溝内から，8の須恵器蓋は北東部床面から，10の鉄製紡錘車は西部床面からそれぞれ出土し

ている。1の土師器高台付杯，2の土師器窪，4－7の須恵器杯，11の鉄鉱はいずれも覆土中から出土して

いる。

所見　本跡は，出土遺物から，平安時代（9－世紀前半）の住居跡と思われる。
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第8図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表

＼＼≡主＝ク

0　　　　　　　　　　　　10cnl

L「一一一一一一一一一一一一▼十一一r一一「∃

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第8区l高台付杯B （3．6）底部から休部にかけての破片。休部休部外面横ナデ，内面へラ磨き。 長石・石英 P5　　30％
1 土師器D　6．4

E ［1．0］

は内攣して立ち上がる。高台部は

「ハ」の字状に外反する。
明赤褐色

普通

覆土中

2

婆 A ［17．3］休部からロ綾部にかけての破片。体口縁部内・外面横ナデ。休部外面縦長石・石英・雲母P6　　20％
土　師器B（14．4）部は内攣して立ち上がり，口綾部で

「く」の字状に屈曲する。口縁端部

はつまみ上げられる。

方向のへラ削り。 にぷい褐色

普通

覆土中

3

土不 A　13．4 休部は外傾して立ち上がり，口綾部体部内・外面ロタロナデ。底部回転長石・石英 P7　100％
須　恵器B　5．0

C　6．6

で緩やかに外反する。 へラ切り後，へラ削り調整。 針状鉱物

褐灰色

良好

壁溝中

一12－



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 8 図 棒 A　 は3。6］ 底部か ら日綾部 にかけての破片。体 体部 内 の外商 ロクロナデ。底部 回転 長有 ・有 華 ㌘8　 40％

4 須 恵 器 B　 5。3 部 は外傾 して立ち上が 畑　 は綾部 に ノ＼ラ切 り。 針状鉱物 穣土中
C ［68 5］ 至 る。 灰黄色 底部 に／＼ラ記号

良好

5

棒 Å 「日．圭 底部か ら日綾部 にかけての破片。体 体部 内 の外面 ロ グロナデ。 底部 回転 長石 の石英 ㌘9　 25％
須 恵 器 B　 も9 部は外傾 して立 ち上が り普　目線部で ／＼ラ切 り。 針状鉱物 覆土 中

C ［6。8］ 緩やかに外反す る。 灰色

良好

底部 にハ＼ラ記号

6

隼 Å 「13．来 底部 か ら目線部にかけて の破片。体 体 部内 の外面 ログロナデ。底部 回転 長石 ・針状鉱物 ㌘10　 25％
須 恵 器 B　 4ぁ3 部 は外傾 して立 ち上が り9　甘綾部 で へ ラ切 り複号　へ ラ整形。 灰褐 色 覆土 中

C ［6。3］ 緩やか に外 反す る。 良好

7

杯 B （2。5） 底部か ら休部 にかけての破片。休部 体部 内 e 外面 ロクロナデ。底部 回転 長石 e石 英 P l1 3 0㌔

須 恵 器 C　 鋭2 は外傾 しなが ら立 ち上が る。 ／＼ラ切 り。 針状鉱物

灰色

良好

凍 上中

底部 に㌦＼ラ記号

8

蓋 Å ［21。3］ 目線部か ら天井部 にか けての破 片。 天 井部回転へ ラ削 I「　 目線 部内 ・外 長 石 ・封・状鉱物 ㌘12　 20％

須　 恵 器 B 「乙釦 天井部は緩やかに下降 し9　日綾部で 南 口グロナ デ。 灰色 床面

屈 曲 し　 短 く垂下す る。 良好

9

甑 H　H 1．両 底部 か ら休部 にかけての破片。休部 体 部内 ・外面 ロ ケロナデ㍉　休部下端 長石 e 雲母 P 13 10㌔

須　 恵 器 C ［7。8］ ほ直線的 に立ち上が る。 内 の外面手持 ちハ＼ラ削 り。 灰 黄色 粒上 中

良好 多孔式

図版番号
計　　　　 測　　　　 値

出　十　地　点 備　　　　 考長さ （cm中 扁 （cm ）
厚さ （cm）　 重義 （g）

第 8図10 紡　 錘　 車 502 i 5。3 008 ！ 32や9
覆土申 M l

n 銑　　　　 鉄 8。日　 2。8 0。6 ！ 15。0
縄上中 M 2

第詔聾鍾贋跡（第9図）

位置　調査区中央部，A2Il訂メ：。

重複関係　本跡は9　北部で第4号住居跡と重複している。第4号住屠跡の覆土上に竃を構築していることから

本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3。80111，短軸3．65Illのほぼ正方形である。

主軸方向　N－18。－lV

壁　壁高は30eIll前後で，外傾して立ち上がる。

壁溝　南東コーナー部でのみ確認された。上幅約蟻cm　下幅約mcm　深さmcmで　断面形はU字状を呈する。

床　ほぼ平出であり，トト央部は踏み固められている。

竃　北壁中央部を北側に蟻cmほど掘り込みヲ　山砂と粘土で構築している。袖部の遺存状態は良い。火床部は9

床面をわずかに掘り窪め9　赤変硬化している。煙退部は9　火床部から外傾して立ち上がる。覆土は9　25層か

らなる。

窪土層解説

1　黒　褐　色　ロー一一一ム粒子少量

2　暗灰黄色　粘土粒子中量、ローーム粒子少量，焼士粒千・歳化

粒子微量

3　黄灰色　ローム粒子中鼠　粘土粒子少鼠　焼土粒子微墓

4　黒褐色　ローム小ブロックの粘土粒子少鼠　焼土粒子・

炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子0粘土粒子少量，焼土粒子の炭化粒

子微量

6　黄褐色　粘土粒子少鼠　焼土粒子。ローム粒子微量

7　褐　色　粘土粒子の廃土粒子0ローム粒子少量，炭化粒子微量

8　黒褐色　ローム小ブロック少亀　焼土粒子e粘土粒子微量

9　黒褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子e粘土粒子微量

10　浅黄色　粘土ブロック主体

11黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子微量

12　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子の炭化粒子の粘土粒子微量
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第9図　第3号住居跡実測図
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13　暗　褐　色　廃土粒子0粘土粒子中鼠　ローム粒子少量9

炭化粒子微量

摘　にぷい赤褐色　廃土粒子多量予　ロ…ム粒子ぜ粘土粒子少最

炭化粒子微量

蟻　暗灰黄色　粘土粒子多量9　焼土粒子eロ…ム粒子少量

l（i　黒　拇　色　焼工粒」’一中量、ローIl∴粒J∴・帖l斗白′・少量

持　暗灰黄色　ローム粒子0粘土粒子少鼠　焼土粒子徴鼠

18　異　　　色　焼土粒子eローム粒子0粘土粒子微還

覆土　2層からなl主　自然堆積である。

土層解説

l　極暗緑色　焼工粒子・ロー一一一一一ム粒子微量

19　窯褐色　ロ…ム粒子少鼠　焼土粒子0炭化粒子や粘土粒子微量

20　黒褐色　ローム小ブロック少還，焼圭粒子か炭化粒子0粘土粒

子微量

21黄褐色　焼土粒子0粘土粒子少亀　ローム粒子徴巌

22　暗褐色　粘土粒子少鼠芦　焼土粒子のローム粒子微量

23　暗赤褐色　焼けた竃の構築材

24　暗赤褐色　粘土粒子少鼠　廃土粒子微量

25　暗褐色　廃土粒子中鼠　粘土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少巌

遺物　土師器片226点，須恵器片161点，不明鉄製品1（）点が出土している。（第10つ1図）1の土師器婆は中央部

床面から，2の須恵器杯は南壁床面から，4の須恵器杯，5の須恵器盤は覆土中から，7の須恵器壷は南部

床面からそれぞれ出土している。8の須恵器甑は，2つに分断され，竃の左右の袖部の補強材として使用さ

れている。3の札恵器杯は，竃覆土中から出土している。11，12の鉄製品は，東部床面から出土している。

所見　本跡は，出土遣物から，平安時代（9世紀前半）の住居跡であると思われる、〕

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cIn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色i調 ・焼成 備　　 考

第10図 婆 Å　 19．9 休部か らロ綾部 にかけての破片。体 目線部 内 ・外面横ナデ㍉　体部 内 ・外 長石 ・石其 ・雲母 P 14　2 0％

1 土 師 器 B （13。7） 部は内攣 しなが ら立ち上が る。 目線

部は強 く外 反 し　 目線端部はつ まみ

十げ られ る㍉　目線端 部直下内 ・外面

に沈線が巡 る。

面ナ テや。 明赤褐色

普通

床面

2

林 A 13．5 休部 は外傾 して立 ち上 が り， 目線部 体 部 内 の外面 ロ グロナデ。底部回転 長石 ・’石英 P 15　 70㌔

須　 恵 器 B　 5．7

C　 6誹

でわずかに外反す る。 へ ラ切 り後，（＼ラ削 り調整J 針状鉱物

灰色

良好

床面

底部 にへ ラ記骨

3

棒 A ［13．6」 底部か ら日綾 部にかけての破片。体 体部 内 e 外面 ログロナ チか。底部 回転 長石 ・石 英 P 16　 60㌔

須 恵 器 B　 5．2

C　 6。8

部 は外傾 して立ち上が 畑　 口綾部 で

わずか に外 反す る。

へ ラ切 り後，へ ラ削 り調整。 針状 鉱物

黄灰 色

良好

竃覆土

4

杯 A ［12．9］ 底部か ら日綾部 にかけての破片。体 体部 内 の外 面 ログロナデ。底部 回転 長 石 ・有 英 P 17　4 5％

須　 恵 器 B　 も9 部は外傾 して立 ち上 が り， 目線部 で ／＼ラ切 り後， へ ラ削 り調整。 針状鉱物 博士中層

C　 6．5 わずかに外反す る。 灰色

良好

底部に／＼ラ記号

5

盤 A ［16．8］ 高台部か ら患部 にか けての破 片。体 体部 内 ・外面 ロクロナチ。底部回転 長石 ・石 英 P 1 9　5 0㌔

須 恵 器 8　 3．5

D　 7．6

E　 l．0

部 は外傾 して立 ち上が り， 端部で上

方に屈 曲す る。高 台は 「ハ 」の字状

に開 く。

へ ラ切 り後， 高台部貼 り付け。 針状鉱物

灰黄色

良好

将 士中層

6

盤 A ［16．6］ 高 台部 か ら盤部にかけ ての破 片。体 体 部内 0 外面 ログロナデ。底部回転 長石 0 石英 P 20　 45％

須 恵 器 B　 3．5 部 は外傾 して立 ち上が り9　端部 で上 へ ラ切 り後，高 台部貼 り付 け。 針状鉱物 覆土下層

D ［9．0］

E　 l．1

方 に屈 曲する。高台は 「ハ」 の字状

に開 く。

灰褐色

良好

底部 にへ ラ記号

第n 図 ㌢ことご望 A ［15」0］ 体部 は内攣気 味に立ち上が り，頸部 目線部 ・休 部士面 内 ・外面 ロ クロナ 長石 ・針状鉱物 P 21 80％

7 須 恵 器 B　 16．3 で 「く」 の字状 に屈 曲 し，端部 はつ デ。休 部 下端 外 面縦 方 向の へ ラ削 黄灰 色 床面

C l l．2 まみ上げ ている。 り， 内面ナデ。底部へ ラ削 り調整。 良好

第10図 甑 A ［30．7］ 休 部か ら口綾部 にかけての破片。体 休部上半 内 e 外面 ロクロナ デ。休部 長石 の針状 鉱物 P 22　 45％

8 須 恵 器 B ［30．0］ 部 は直線的 に立 ち上 が り， ロ綾部に 下半外面縦 方向のへ ラ削 り管　内南 口 にぷ い橙 色 竃左右袖部

C ［18．4］ 至 る。休 部上位 に把手 が付 く。 タロナ デ。 穿孔部へ ラ削 り。 良好 多孔式

－15－
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第10図　第3号住居跡出土遺物実測図（1）

10cm
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第11図　第3号住居跡出土遺物実測図（2）

＼［主音

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

－十一

図版番号 種　　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第11図11 鉄　　　　 釘 7．4 1．2 0．6 10．2 床　面 M 3

12 鉄　　　　 放 6．5 1．0 0．5 5．5 床　面 M 4　鉄鉄の中茎部と思われる。

第4号住居跡（第12図）

位置　調査区中央部，A2h5区

重複関係　本跡は，南部で第3号住居跡と重複している。本跡の覆土中に，第3号住居跡の竃が構築されてい

るので本跡が古い。

規模と平面形　長軸〔4．58m〕，短軸（0．9m）で方形と思われる。北部が調査区外であるので全容は把握でき

ていない。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は，約50cmであり，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南壁下及び，東西壁下で確認されているが，ほとんどの部分が調査区外のため詳細は不明である。上幅

10～20cm，下幅8～20cm，深さ10cmであり，断面形は逆U字状を呈する。

床　平坦で，ほぼ全面が踏み固められている。

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは，長径40cm，短径25cmの楕円形で，深さ15cmである。位置から考えて出入り

口施設関連の柱穴と考えられる。P2は，長径65cm，短径40cmの楕円形で，深さ60cmであり，柱底部を南に

斜めに掘られている。類似する柱穴が他になく，本住居跡に伴うものかどうか不明である。

覆土13層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　にぷい黄褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量

2　黒　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子微量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子少量，娩土粒子・炭化政子・＊占土粒

子微量

7　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘

土粒子微量

8　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，粘土粒子微量

9　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子

微量

10　暗灰黄色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

－17－



11オ斗主…ブ褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子機墓

相＋カ■巨∵ブ褐色　ローム粒子少鼠　廃土粒子。炭化粒子微量

13　オリーブ褐色　ロ…ム粒子多鼠　焼士粒子微量

・′　　∴、′－　′　′　　　　・：－′．′　′　　ノ　　ごド′　ノ：告∴　′′、′　　・　　　∴　　　‥・・一　一、、．！－　1・′二、′－

′　　　∴、．　′・‥‘ノ・　　　　′）　／ノ’－．一′　　：　　、ノ、∴　一　　上　りの′上・JJ・信い

＿．′ヽ．＿＿　′－▼一・l－rTr▼，．l＿　′

一、－′、　　・′　′′・　ノl　　∴′∴．・′∴　　ニノ）拭′：‾㌦　、′　ノ∴　－　、′　；　‾　′二．

所農　本跡は　出土遺物から平安時代摘世紀後半　の住居隊と思われる。

七転5

第臓図　第　聾健贋妙実測図

第4号住居跡出土遺物観察表

丈

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

－　　．1‥　　－　＿1

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎十・色調・焼成 備　　考

第13図 婆 A［26．4］休部上位から目線部にかけての破休部，目線部内・外面ナヂ∴ 長石・：石英・雲H母P23 10㌔

1 土師　器H（11．1う片。休部は内攣気味に立ち上がり9

日綾部で「く」の字状に外反する。

口唇端部は丸味をもつ。

橙色

普通

裾上中層

2

杯 Å「H．6〕底部からロ綾部にかけての破片。体体部内・外面ロクロナヂ㍉底部回転長石・針状鉱物 ㌘18　40％

須恵器B　4．9 部は外傾して直線的に立ち上がり，へラ削り調整。周縁部回転へラ削り褐灰色 席上中層

eH1．0」ロ綾部でわずかに外反する。 による二次底部面作り出し。 良好

3

杯 A 13．7 休部は外傾して直線的に立ち上がり体部内・外面ロクロナチ㍉底部回転長石・石英 P24　95％

須　恵器B　も3 目線部に至る。 へラ切り後，回転へラ削り調整。層針状鉱物 床面

C　8．7 線部回転へラ削り調整∴ 灰色

良好

杯 A　13．4 休部は外傾して直線的に立ち上がり体部内・外面ロクロナヂ㍉　底部回転長石・雲母 ㌘25　80％

4 須恵器B　4。3 ロ綾部に至る。 へラ切り後9　′＼ラ削り調整。周縁部灰色 覆土中層

し　リ．6 ナデ整形による二次底部面作りだ

し。

良好 底部にへラ記号

5

塚 A lO．7 休部は外傾して直線的に立ち上がり体部内・外面ロクロナデ。底部回転長石・石英 P26　80％
須恵器B　4．0 ロ綾部に至る。 へラ削り調整。周縁部回転へラ削り暗灰黄色 覆土中層

e　7．8 による二次底部面作り出し。 良好 底部にへラ記号

－18－
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第13図　第4号住居跡出土遣物実測図
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図版番号　 券　 種 計測値寮扁 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 座 士 の色調 も焼成
備　　 考

第13図　　 堵 Å　 用言 休部は外傾して直線的に立ち上がり体部内 8外面ログロナデ。底部回転 長石 0石英 ㌘27　 75％
6　　 須　恵 器 B　 3。8 日綾部に至る。　　　　　　　　　 へラ削り調整。周縁部ナデ。　　　 灰色 擾土中層

し　 ∴0 良好

！＋ 隼　 iA l∴6 1
休部は外醸して直線的に立ち上がりi体部内 8外面。ク。ナデ。底部回転i長石の石英　　 …

㌘28　 閥％
丁 須 恵 器 B　 5誹 日綾部 に至 る。 へ う切り絃　 回転へ 予刷 り調整∵　周 灰黄色 骨工中層

C　 軋6 綾部 ナデ。 普 通

塚 Å ［11。3〕 休部は外傾 して直線的に立 ち上が り 体部 内 の外 面 ログロナデ。底部回転 長有 ・有 華 ㌘29　 腑％

8 須 恵 器 B　 4言 日綾部 に至 る。 ㌦＼ラ切 り後学　回転ハ＼ラ削 り調整。周 針状鉱物 甘工中層

C　 8。0 綾部ナ デ。 灰色

良好

高台什 序 A l軋2 休部 は外傾 して立 ち上 が り普　体部 下 冒綾部予　体部 内 の外面 ロ タロナデ。 長有 ・有華 P 30　 m 0㌔

9 須 恵 器 B　 鋭 8 半 に明瞭を綾 をもつ。 高台部 は「ハ」底部 回転へ ラ削 り調整後9　高台部貼 針状鉱物 覆土 中層

D ll．6 の字状 に開 く。 り付 け。 褐灰色 休 部は焼成時の

E　 l。4 良好 熱変化に よる梨

廿 日

高台付稀 Å 11．6 休部は外傾 して立ち上が り9　日綾部 目線部，体 部内 の外商 ロタロナデ。 長有 ・石英 ㌘31　 80％
10 須 恵 器 B　 も3 で弱 く外反す る。体 部下半に明瞭 を 底部 回転へ ラ削 り調整後9　高台部貼 針状鉱物 覆 土中層

0　 7．2 綾 をもつ。高 台部 は 「ハ」の字状 に り付け。 灰黄色

良好E　 軋9 開 く。

n

盤 Å　 21．4 休部 は外傾 して立 ち上 が り，体部下 日綾部，体部 内 の外 商ロ グロナデ。 長有 ・有華 ㌘32　 80％
須 恵 器 H　 l．l 半 に明瞭な綾 をもつ。高 台部 は「ハ」底部回転へ ラ削 り調整 軋　 高台部 貼 針状鉱物 粒十 中層

り　 1489

E　 lj

の字状 に開 く。 り付 け。 黄灰色

良好

12

盤 A　 22。4 休部 は外傾 して立ち上が 仇　 体部下 日録部，体 部内 を外面 ログロナデ。 長有∴ 石 英 ㌘33　 鵜％
須 恵 器 B　 4言 半に明瞭 を綾 を もつ。高台部 は「ハ」底部 回転へ う削 り調整 後，高台部貼 針状 鉱物 覆 土中層

い 15．2 の字状に開 く。 り付 け。 灰色

E　 l．1 良好

蓋 Å 15．0 天井頂部は平坦 で9　扁平をつ まみが 天井 部回転へ 予刷 年　 目緑部内 ・外 長 信 ・針状鉱物 P 34　 祁％

温3 i婚　 蕪　暑呈
′／’　心．　HH i

B　 4ゆ6 i付 く。天井部は緩やか に下 降 し9　日一日 l桁「7　ウrl＋ 子’
聞　r．血　／　r　／　／　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

黄灰色　　　　 ［醸二苗
ノ／ト聞

F　？．Ll

（；1．（）

綾部で屈曲し営　短く垂下する。

図版番号 種　　　　別
計　　　　 測　　　　値 恒

出士地点 備　　考長さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

第13図15 砥　　　　 石
1705 i 挽 2 i 6の5 i 320267

硬砂 岩 覆土中層 Q l

第　号佳贋捗　第摘図）

．ノ∴了＼′く、∵－．　　ノ　・八

一、日－　′　・　′、　1一・　、　一‾′　テ・・・　　′　′・・丁．　　　了、・・′・！∴　′ノ　　′　′　∴

は不明である。

主軸方向　N－3圭一－lV

壁　壁高は約20enlで，ほぼ垂蘭二立ち上がる。、

床　ほぼ平川であり，全体的に踏み固められている。、

竃　北壁東寄りを壁外に約娩mほど掘り込みラ　山砂　粘土で構築している。左磯部は　壊されてぅる　のの遺

存状態は良い。火床部は撃　床面をわずかに掘り窪めた程度で赤変硬化している。煙道部はヲ　火床面から外傾

して立ち上がる。覆土は，14層からなる。

露土層解説

1にぷい黄褐色　ローム粒子の粘土粒子少亀　焼土粒子微量　　5　褐　　色　焼土粒子中量ラ　ローム粒子少鼠粘土粒子徴巌

2　暗赤褐色　焼土粒子中島　ローム粒子8粘土粒子微量　　　6　にぷい褐色　ローム粒子多亀　廃土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子の粘土粒子少量，焼土粒子微量　　　7　黄　褐　色　ローム粒子少亀　焼土粒子あ炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，廃土粒子や粘土粒子微量　　　8　暗　褐　色　焼土粒子も粘土粒子少鼠　ローム粒子微量

…2の…
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第14図　第5号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l　－・－－　t・－…　－i

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ト－1－－ト　ー　‥‥－l」

技士層解説

9　オリーブ褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量　　　　　　　12　黒褐色　焼土粒子微量

10　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　13　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

11明黄褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子中量　　　14　暗赤褐色　焼土粒子少量

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　弥生土器片2点，土師器片8点，須恵器片12点が出土している。

所見　本跡は，出土遣物が少なく，時期は不明である。
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第8号住居跡（第15図）

位置　調査区中央部，A2j2区。

重複関係　本跡は，西部で第28号土坑，第8号住居跡と重複している。本跡床面を，第8号住居跡，第28号土

坑覆土上面に構築しているので本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．22m，短軸2．66mの長方形である。

主軸方向　N－20。－W

壁　壁高は，残存している部分で3cm程度であるため，詳細は不明である。

床　全面が軟弱であり，部分的にトレンチャ一による撹乱を受けている。

竃　北壁東寄りを壁外に30cmほど掘り込み構築しているが，火床部のみの確認である。

寵土層解説

1　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量

覆土　非常に薄く，1層のみの確認であり詳細は不明である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片29点，須恵器片14点が出土している。

所見　本跡は，出土遺物が少なく，時期は不明である。

第15図　第6号住居跡実測図

く；； 可

2nl O 1m

』
」．＿＿＿＿＝＿＿＿　」　　」　　　　」　　＿＝⊥二＿二」

第7号住居跡（第16図）

位置　調査区中央部，B2a2区。

重複関係　北部で第8号住居跡と重複している。本跡が，第8号住居跡の覆土を掘り込んで構築していること

から本跡が新しい。

規模と平面形　長軸2．88m，短軸（1．9m）で方形と思われるが，南部が調査区外のため詳細は不明である。

主軸方向　N－110－W

壁　壁高は15cmであり，垂直に立ち上がる。比較的しっかりしているのは，東壁のみである。
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床　第8号住居跡覆土上面に構築されているため学　ほとんどの部分が軟弱である。

竃　北壁中央部を　壁外に鵬cmほど掘り込み9山砂と粘土で構築されている。袖部は9一部撹乱を受けており，

達者状態はあまりよくない。火床部は9床面を20cm程度掘り窪め赤変硬化している。煙道部は，火床部から

軋イ府I rrヾナナ、トノ1ゞ乙　　ノトは二車lく／1－－ト卸J′ハ浅ー【I州ネヾ　　一、、・lr！∴一′ハ、「IL台巨〆（、山＿トヤ　イ一、7　1越．．＿＿＿＿し／J lハId」、、－、す、1ウ
ノII】｝　し一　㌧一一一一！∴’ノー1一ノJ‘d LJ　ノ＼′′卜‖りJlL・…1－1がく）ノノ×－′上、lりJ，1．リー1－り一）ノ′lハ∴正宗lJll上1一L L、√　4てJJ　‘f賢一1ぁレム1　⊥しノ！胃ノJ一レ〕′よQ。

覆土層解説

1　黒　色　精工粒子・焼l二粒子多量

2　黒　色　粘土微粒子ゆ廃土微粒子少量

3　黒　色　粘土粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロック少量

5　黒褐色　粘土粒子主体，焼土粒子微量

覆土　5層からなl主　人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒　色　ローム粒子少亀　焼土粒子徴巌

3　黒褐色　ローム粒子多義

6　黒　　　色　ローム粒子微量

7　黒　　　色　ローl－ム粒子・焼士粒子・炭化粒子少量

8　褐　　　色　ロ㌧－ム粒子少量，焼土粒子微量

9　にぷい褐色　粘土小ブロック中亀．ローム粒子少量

1（1出　　　色　ロー・11ム粒千・精工小プロ、、ノク・焼‖粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量

5　褐　色　粘土粒子多量

逸物　土師器片19息須恵器片3息砥石2点が出土している。第18図1の土師器婆は竃右袖部から学　2の須

恵器塚は覆土中から学　恥　の砥石は覆土中からそれぞれ出土している。3の土製支脚は竃火床部に立位の

状態で出土している。

所農　本跡はラ　出土遺物から平安時代（9世紀前半）の住居跡と思われる。

第　号鎮贋捗　第蟻図）

健澄　調査区中央部　A銅　区。

重複関係　本跡はラ　北西部で第9号住居跡と撃　南東部で第7号住居跡と重複している。第9号住居跡床面を掘

り込んで構築しており9　また9　本跡覆土上面に第7号住居跡が構築されているので9　第9号住居跡より新し

く，第7号住居跡より古い。〕

規模藍平面形　長軸3664mラ　短軸3の09mの長方形である。

主軸方向　N－41－－W

壁　壁高は9　鮒cmで　東ゆ南壁はほぼ垂直に立ち上がり9　北壁および西壁は内攣気味に立ち上がる。

床　はぼ平田であり，全体的に踏み固められている。

覆蓋　覆土は　層からな勘　自然堆積　考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子きローム小ブロック中量予廃土粒子少墓　　3　黒褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子のローム小ブロック少鼠　炭化粒子微量　　4　黒褐色　ローム粒子やローム小ブロック中鼠　炭化粒子微量

通観　弥生土器片錮点　土師器片糾点　須恵器片鍼点が出土している。第19図1の須恵器高台付埠は学　務土

中からの出土である。

新風　本跡はラ　住居跡として取り扱ったが9　床及び壁の様子から判断すると9住居跡ではなく倉庫的な建物の

可能性がある。本跡の時期は9　出土遺物および重複関係から平安時代（9世紀前半）と思われる。

第撃聾佳贋跡（第五6図）

位置　調査区中央部　Aの　区。

重複関係　東部で9　第8号住居跡と重複している。本跡の覆土を9　第8号住居跡が掘り込んでいるので本跡が
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第16図　第7・8・9号住居跡実測図
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第17図　第7・9号住居跡恵実測図
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古い。

規模藍平面形　長軸6の27mヲ　短軸（5。28m）で方形と思われる。

主軸方向　N－290－Ⅵ・T

壁　壁高はラ鋼～罰cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。南壁及び東壁の一部は9　重複及び諷査区外のため不明であ

る。

床　ほぼ平坦であり撃　中央部は踏み固められている。

竃　北壁西側寄りを9壁外に親Ocmほど掘り込み山砂と粘土で構築されている。袖部の遺存状態はよい。火床

部は9　床面をわずかに掘り窪めた程度で9　赤変硬化している。煙道部は9　火床部から緩やかに外傾して立ち

上がる。覆土は，23層からなる。

窪土層解説

1　黒褐色　粘土粒子多義

2　褐　　色　粘土粒子多量

3　黒褐色　粘土微粒子少量

4　暗赤褐色　粘土粒子。焼土粒子多量

5　暗赤褐色　焼士粒子多量

6　黒褐色　粘土微粒子多量

7　黒褐色　粘土微粒子。焼土微粒子多量

8　暗褐色　粘土粒子多量

9　暗褐色　粘土粒子の焼土粒子少鼠　砂質

用　暗褐色　廃土粒子。炭化粒子少量9　砂質

は　暗褐色　ローム粒子多鼠　焼土粒子少亀　砂質

12　暗赤褐色　廃土小ブロック多鼠　砂質

13　にぷい黄褐色　粘土ブロックである

14　橙　　　色　火熱を受けた山砂塊である

15　褐　　　色　焼土粒子少鼠　砂質（土器内埋土）

16　橙　　　色　火熟を受けた山砂層（土器内埋士）

17　暗　視　色　焼工粒子少量、砂質

18　にぷい黄褐色　山砂層である

19　暗　褐　色　焼土粒子少亀　砂質

20　橙　　　色　焼土ブロックである

21黒　褐　色　焼土粒子多亀　砂嚢

22　晴赤褐色　焼土中・中プロ、リク少量、灰哲1　ノ　’一　／　／　一ノ／，蔓邑，　／ノゝ＿園、

23　暗　褐　色　焼土小ブロックの粘土粒子少量9　砂質

援羞　7層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子。粘土粒子中量，焼土粒子少量　　5　－褐　色　　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子。粘土粒子中量　　　　　　　　6　褐　色　ローム粒子e粘土粒子8焼土粒子中亀焼土小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量　　　　　　　　7　褐　色　ローム粒子。粘土粒子の焼土粒子・焼土小ブロック中量

4　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・黒色粒子少量

逸物　弥生土器片16息土師器片207息須恵器片鋼点　陶器片　点が出土している。第20図1の土師器隼9　2

の土師器艶4の土師器婆は竃周辺の床面から93の土師器婆は竃上部から誹の土師器婆は覆土下層から誹

の土師器甑は，焚［1部からそれぞれ出土している。

所農　本跡は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）の住居跡と思われる。

第7号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講巨 焼成 備　　 考

第 18図 窪 A ［2 1．0］ 休 部上 半か ら目線 部 にか け ての破 目線部 内 ・外面横ナ デ。体 部内 ・外 長石 の石英 ・雲母 P 35　 10％

1 土 師 器 B　 軋0 片。休部 は内攣 して立 ち上が り， ロ

綾部 で 「く」 の字状に外反す る。 目

線端部 はつ まみ上 げ られて いる。

面 ナデ。 にぷい褐色

普通

竃右袖

2

埠 Å 14．0 休 部は外傾 しなが ら立ち上が り， ロ 体部 内 ・外 面 ログロナデ。底部 。側 長 石 ・石英 P 3 6 100％
須　 恵 器 B　 5．0

C　 6．3

綾部 で弱 く外反す る。 綾部手持 ちへ ラ削 り整形。 にぷい黄橙 色

普通

床 面

底部 に／＼ラ記号
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○
第18図　第7号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号
種　　　　別

計　　　　　測　　　　　値

出　土　地　点 備　　　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第18図3 支　　　　脚 23．8 7．2 6．7 1373．5 竃　内 DP2

図版番号種　　　　別

計　　　　　測　　　　 値

石　　質出土地点 備　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第18図4 砥　　　　石 17．8 8．2 5．4 819．9 砂岩 覆土中層Q2

5 砥　　　　石 （5．1） 2．4 0．8 （16．1） 花崗岩 覆土中層Q3

第8号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の1 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第19図 高台付 坪 B （3．1） 底部か ら休部下端 にかけての破片。 体部 内 ・外 面ロ タロナデ。底部 回転 長石 ・針状 鉱物 P3 7　 60％

1 須　 恵 器 D　 7．2 休 部は外傾 して立ち上 が り，底部 と ヘ ラ削 り後，1高台部 貼 り付け。 灰 色 覆土中層

E　 l．1 の境 に 明瞭 な綾 を もつ。高 台部 は

「ハ」 の字状 に開 く。

良好 底部 にへ ラ記号
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第19図　第8号住居跡出土遺物実測図

第9号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；　　　！

図版番号器種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第20図杯A［12．3］底部から口綾部にかけての破片。体ロ縁部内・外面横ナデ。休部内面ナ長石・石英 P38　40％

1 土師器B　3．2

C［6．7］

部は内管して立ち上がり，ロ綾部と

の境に綾をもつ。口綾部は内偵す

る。

デ，外面へラ削り。 スコリア

にぷい橙色

普通

床面

2

要A18．0底部からロ綾部一部欠損。休部は内ロ縁部内・外面横ナデ。 長石・石英 P39　65％

土師器B（29．2）攣して立ち上がる。口綾部は外反す にぷい褐色 床面

る。 普通 休部外面摩滅

3

聾A［20．9］底部からロ綾部一部欠損。休部は内ロ線部内・外面横ナデ。休部外面へ長石・石英 P40　50％

土師器B　25．8

C　5．7

攣して立ち上がり，口綾部で外反す

る。

ラ削り，内面ナデ。 にぷい橙色

普通

竃部

4

婆A　17．0休部上半からロ綾部にかけての破口縁部内・外面樵ナデ。休部外面縦長石・石英 P4135％

土師器B（11．9）片。休部は内攣して立ち上がり，ロ

綾部で外反する。

方向のへラ削り，内面ナデ。 にぷい褐色

普通

床面

5

要A［17．7］体部下半から口緑部にかけての破口線部内・外面梼ナデ。体部内・外長石・石英 P42　20％

土師器B（16．2）片。休部は内管して立ち上がり，ロ

綾部で弱く外反する。

面ナデ。 橙色

普通

覆土下層

6

甑A　22．2口綾部一部欠損。休部は内攣して立口線部内・外面横ナデ。休部内面へ長石・針状鉱物P43　70％

土師器B　23．6

C　8．1

ち上がり，ロ綾部で強く外反する。ラ磨き。 にぷい橙色

普通

竃内

休部外面摩滅

7

高台付杯A［13．7］休部はほぼ垂直に立ち上がり，口縁口綾部，体部内・外面ロタロナデ。長石・石英 P44　45％

須恵器B　3．9部で弱く外反する。休部下端に明瞭底部回転へラ削り後，高台部貼り付針状鉱物 覆土中層

D［9．6］

E　O．6

な綾をもつ。高台部は低く，「ハ」の

字状に開く。

け。 黄灰色

良好

第10号住居跡（第21図）

位置　調査区西側，Blag区。

重複関係　本跡は，西部で第12号住居跡と重複している。第12号住居跡が，本跡の覆土を掘り込んでいるので

本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．58m，短軸（2．41m）で方形と考えられるが，南側が調査区外であり，また，南西コー

ナー部が撹乱を受けているため詳細は不明である。

主軸方向　N－130－W

壁　壁高は，5cmと浅く詳細は不明である。

床　ほぼ平坦であり，一部撹乱を受けているが全面が踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは，径60cm前後の不整円形で，深さ22cm。P2は，径40cmの円形で，深さ70cm。

P3は，径35cmの円形で，深さ27cm。P2，P3は，重複しており，掘り方の形状からP2が新しいものと考えら

れる。P4は，直径75cmの円形と思われるが，南部が調査区外のため詳細は不明である。深さは，44cmであ
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舞踊園　第　号住居跡出藍遺物実測図
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る。Plは，主柱大，P2～P4は補助柱穴と考えられる。

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土居解説

1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

2　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

遺物　土師器片12点，須恵器片11点が出土している。

所見　本跡は，出土遺物が少なく，時期は不明である。

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

第21図　第10・12号住居跡実測図
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第12号住居跡（第21図）

位置　調査区西部，Bla8区。

重複関係　本跡の東部で，第10号住居跡と重複している。本跡が，第10号住居跡の覆土を掘り込んでいるので

新しい。

規模と平面形　長軸4．5m，短軸（1．05m）で方形と思われるが，南部のほとんどが調査区外のため，詳細は

不明である。

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は，50cm前後で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　竃前面部のみの確認であるが，平坦で踏み固められている。

竃　北壁中央部を，壁外に70cmほど掘り込み，山砂と粘土で構築されている。竃の西及び南側に撹乱が見られ

たが，袖部の遣存状態は比較的よい。火床部は，床面をわずかに掘り窪めた程度で赤変硬化している。煙道

部は，緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は，10層からなる。

寵土層解脱

1黒褐色　焼土中ブロック少量，粘土質　　　　　　　　　　　6　赤褐色　焼土中ブロックを主体とし，灰質

2　褐　色　焼土粒子微量，粘土質　　　　　　　　　　　　　7　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，粘土質

3　褐　色　焼土粒子少量，粘土質　　　　　　　　　　　　　　8　褐　色　焼土粒子微量，粘土質

4　暗褐色　焼土粒子・炭化物（木炭）少呈，粘土質　　　　　　　9　黒褐色　ローム粒子少量，粘性有り

5　黒褐色　焼土粒子少量，灰貿　　　　　　　　　　　　　10　褐　色　ローム小ブロック少量，粘性有り

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。10号住居跡との重複であり，当住居跡の覆土は4・5層にあた

る。

土層解説

4　暗褐色　粘土粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂質を帯びる　　5　褐　色　粘土粒子・焼土粒子・ローム粒子少量，砂質を帯びる

－31－

第22図　第12号住居跡出土遺物実測図
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退助　土師器机28息須恵器片8鳥砥石1息鉄棒1点が出土している。第22図1の土師器亀　2の須恵

器隼は9　いずれも覆土中から出土している。3の須恵器盤はラ　竃西側から出土している。

所農　本跡は9　出土遺物から平安時代（9世紀前半）の住居跡と思われる。

第12号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第22図 婆 A は ．01 休部 上位 か ら 目線 部 にか け ての 破 口線部 内 ・外 面横 ナデ。体部 内 ・外 長石 。石英 P 5 2 1 0％′
1 土 師 器 B （8。6） 片。休部は内攣 して立 ち上 が り， 目

線部で 「く」の字状 に屈 曲する。 日

録端部はつ まみ上げ られ ている。

面へ ラナ デ。 にぷ い赤褐色

普通

覆土下層

2

杯 Å 13．6 休部 は直線的に立 ち上が り， 口綾部 口綾部 ，体 部内 の外面 ロクロナデ。 長石 。針状 鉱物 P 53　 80％
須 恵 器 B　 4。8

C イ　7。8

で弱 く外 反す る。 底部 回転 へ ラ切 り後，へ ラ削 り。底

部側線部へ ラ削 り整形。

灰 色

良好

覆 土中層

3

盤 A 18。2 休部 は外傾 して立 ち上 が り，体 部下 日綾部，体部 内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 P 5 4　9 8％
須 恵 器 B　 3．6 半 に明瞭 な綾 をもつ。 高台部 は「ハ」底部 回転へ ラ削 り後， 高台部 貼 り付 針状鉱物 竃

D l l．0

E　 l．3

の字状に開 く。 け。 暗灰黄色

良好

図版番号 種　　　　別
計　　　　測　　　　値 恒

出土地点 備　　考長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

第22図 4 砥　　　　 石 1軋4 8言 3．0 28 8。2 砂　 岩 竃 Q 6

第醐号健贋跡　第2図）

位置　調査区西部，Ali吊互。

重複関係　本跡は9　南部で第13号土坑と重複している。第13号土坑が9本跡覆土を掘り込んでいるので本跡が

古い。

規模と平面形　長軸5。03m，短軸（2。57m）で方形と思われるが，北側部が調査区外をため詳細は不明である。

主軸方向　N－3し一一Ⅵ′r

壁　壁高は9　30－50cmで9　ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦でヲ　中央部は踏み固められている。

ぽッ匪　3か所（Pl～P3）。Plは，径30cmのほぼ円形で9　深さは53cm。P2は，径30cmの円形で，深さは66。m。

㌘3ほ9径35cmの円形で，深さは30cm。Pl，㌘2は主柱穴と考えられる。㌘3は，出入り口施設関連の柱穴と考

えられる。

覆藍　6層からなり苧　自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少亀焼土粒子微量　　4　褐　色　ローム粒子eローム小ブロック中量

2　黒褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック凋占土粒子少鼠　　5　暗褐色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子e焼土粒子少量

焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　6　‥黒褐色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，砂質を帯びる

遺物　土師器片236息須恵器片85鳥石製模造品1鳥　円両税1点が出土している。第24図2，5の須恵器

杯は，南部床面から91，39　6の須恵器隼，4の高台付棒，7の円面硯は，いずれも覆土中から出土して

いる。

所農　本跡は9　出土遺物から平安時代（8世紀後半）の住居跡と思われる。
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第23図　第11号住居跡実測図

第24図　第11号住居跡出土遺物実測図
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第接骨住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 軒 計測値 Ccm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第24図 杯 Å　 生7 休部 はわずかに外反 しなが ら立 ち上 体部 内 ゆ外面 ロクロナ デ蟄　休部下端 長有 ・有 英 ・雲母 P 」5　 伸㌔
1 須 恵 器 B　 説5 が り学　日録端 部に至 る。底部は丸底 ナ デ。底 部手持 ちへ ラ削 り。 黄灰色 覆 土下層

し　 5．7 気味 である。 良好 底部 にへ ラ記号

埠 Å 白0．両 休部 は外傾 して立ち上が 軋　 口線端 体部 内 ・外 面 ロ ケロナチ，休 部下端 長有 ・石英 ㌘46　70％
2 須 恵 器 8　 寸．1 部に至 る。 ナナ㍉　底部 回転へ うH臣「 針状鉱物 床面

C　 7。9 灰色 休部焼成時歪み

良好

坪 A 「は．Il 底部 か らロ綾部にかけての破片。体 体部 内 0 外面 ロクロナ デ。休部下端 長有 ・石 英 ㌘47　 40％
3 須 恵 器 H　 J．2 部 は外傾 して立 ち上が 畑　 日綾部 に ナ デ。底 部回転へ ラ削 り。 灰色 覆 土下層

C　 軋8 至 る。 良好

4

高台付隼 Å 「日．再 底部か ら目線部 にかけての破片。体 体部 内 ・外 面 ロ ケロナチ√　底部回転 長有 ・針状鉱物 ㌘48　購％
須 恵 器 B　 3。8 部は外傾 して立 ち上 が り9　体 部下半 へ ラ削 り複号　高台部 貼 り付 け。 灰褐色 博士 中層

0 「0．11

E　 O．6

に綾 をもつ。高 台部 は 「ハ 」の字状

に開 く。

良好

ま不 A 白1．3］ 底部 か ら日綾部にかけ ての破片。体 体部 内 。外面 ログロナ デ。休部下端 長有 ・針状鉱物 ㌘49　 55％
5

i

須 恵 器

i

8　 2．0 部 は外傾 し学　直線的に立 ち上が りテ ナ デ。 底部回転へ ラ削 り。 灰 色 床面
し 10．0 臼綾部 に至 る。 良好 杯 B 類

隼 A 「15．01 底部か ら目線部 にかけての破片。体 体部 内 ・外 面 ロ ケロナナ」底部回転 i長有 ・針状鉱物 P 50　亜㌔
6 須 恵 器 B　 2。5 部は外傾 して直線 的に立 ち上が り9 へ ラ削 り。 灰色 覆土下層

し 「11．両 目線部に至 る。 良好 堵 B 類

7

出 面 視 8 （3．1う 脚部上位に一条の隆帯 を もつ。現 存 脚部 内 の外面 ロタロナデ。 ス リッ ト 長石 ・針状鉱物 P 51 15㌔
須　 恵 器 部 の 2 か 所 に ス リッ トが あ る。 ス 部へ ラ切 り。 灰 黄色 覆土上層

リッ ト間に 4 （5 ）本の刻み を もつ。 良好

計　　　　 測　　　　 値

石　　 質 出土地 点 備　　 考図版番号
序 さ 行m） i 幅 （C項 厚さ 五m） 重量 （g）

第24図8 石 製模造品 ！ 3。7
1．6 0．6 リ．8 滑　 石 澱工申 Q 4

9
砥　　 石 i 13ゎ8 64中　 。6 1酎 ‖ 粘板岩 床　 面 Q 5

：：「！　′・シ　㌦∵ノ：一′く．一

位置　調査区西部　Am　区。

規模と平面形　長軸4。28mラ　短軸3⑳79mの方形である。

主軸方向　N－190－E

壁　壁高は9　渕cmで　はぼ垂直に立ち上がる。

‘∴　′一・　ノ　′　ノ‘′′二′．〆’′ノlノノ．′　　　∴＿

rノ　　∴ノ‥．、一一　ノ・　　　牛′′こ－・・／刑′l；、完：：・・T　　．、′∴．了‥：一l…　　∴、、′・；い、

径30cmの円形で　深さ地m。P　は　径鋼cmの閏形で　深さ摘cm。ザれ転　主柱穴　考えられる。

竃　北壁中央部を壁外に鋼cmほど掘　込み　山砂と粘土で構築されている。袖部の遺存状態は良車。火床部

は　床面を累拍鮎mほど掘　窪め赤変硬化してい藩。煙道部は9火床部からほぼ垂直に立ち上がる。覆土

は，16層からなる。〕

竃土層解説

1　暗　褐　色　黒色土粒子少量、粘土質

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，粘土質

3　黒　褐　色　粘土粒子少屈

1　黒　褐　色　ロー一一一ム粒子少量，粘工費

5　暗　褐　色　焼土小ブロック多義　灰質

6　黒　　　色　焼土粒子・ロー一一一ム粒子少量

7　にぷい黄褐色　ローム粒子少最，粘土質

8　黒　祖　色　ロー一一一ム粒子・粘目星千少量

O

 

m

 

H

　

1

2

　

1

3

　

日

　

1

5

　

1

6

褐　　色　精工

褐　　色　ローム中ブロック多量

窯 色　ローム粒子少量

栂　　色　粘土

黒 褐　色　ロームプロ、ソク少量

黒　　色　ロ…ム小ブロック多鼠　廃土粒子少量

暗赤褐色　廃土粒子多鼠　灰質

赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック微量
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第25回　第13号住居跡実測図
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覆土　5層からなり，自然堆積である。

土眉解説

1黒　色　ローム微粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　黒　色　焼土小ブロック・ローム粒子微量

2　黒　色　ローム微粒子多量，焼土粒子・黒色土小ブロック少量　　　　　　5　褐　色　ロームブロック主体

3　黒褐色　ローム微粒子多量

遺物　弥生式土器片11息土師器片167点，須恵器片13点，砥石1点が出土している。第26図1の土師器聾，2

の須恵器埠，4の須恵器盤は，いずれも床面から，3の須恵器坪は竃東側から出土している。5の須恵器盤

は，覆土中から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から平安時代（9世紀前半）の住居跡と思われる。

4

第26図　第13号住居跡出土遺物実測図

第13号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第26図 婆 A ［2 4．6］ 休 部下 端か ら口縁 部 にか けて の破 ロ縁部 内 ・外面横ナデ。体部 内 ・外 長石 ・石英 P 55　 60％

1 土 師 器 B （23．9） 片。休 部 は 内攣 しなが ら立 ち上 が

り， ロ綾部 で 「く」の字状 に屈曲す

る。

面へ ラナデ。 灰色

普通

床面

－36一



図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 の色調 ∵焼 成 備　　 考

第26図 」卜 Å 「1 ．中 休 部は外傾 して立 ち上 が 畑　 冒綾部 冒綾部，体部 内 か外 面 ログロナデ。 長石 を石英 ㌘56　60％

2 須 恵 器 B　 も8 で弱 く外反す る。 底部回転へ ラ切 り稜， 手持 ちへ ラ削 針状鉱物 床面
C ［軋2］ り調整。 灰色

良好

底部 にへ ラ記号

3

j不 A ［11。4］ 休部 は外傾 して立 ち上 が りラ　休部 中 日綾部 ，体 部 内 の外面 ロ クロナデ。 長石 の石 英 鈍 7　 40％

須 恵 器 B　 も9

C ［6。4］

乗 でわず かに外反す る。 底部 回転 へ ラ削 り調整。 針状鉱 物

灰 色

良好

凍土下層

底部にへ ラ記号

4

盤 Å　 22。4 休部は外傾 して立ち上が 畑　 体部下 目線部，体部 内 の外面 ロクロナデ。 長石 ・針状鉱物 P 58　90％

須　 恵 器 B　 4。8 半に綾 をもつ。 高台部 は 「ハ」の字 底部 回転へ う削 り軋　 高台部貼 り廿 灰色 床面

n 12。5

E　 2．0

状に開 く。 け。 良好

5

盤 Å　 16．3

B　 2。9

㌫ 勘

休部 は外傾 して立 ち上 が り，体部 下

半 に綾 を もつ。高台部 は内攣気 味に

付 く。

目線部，体部 内 ・外面 ロ プロナチ√ 長有 ・針状鉱物 ㌘59　 90％
須 恵 器 底部 回転へ ラ削 り後普　高台部 貼 り付

け。

灰色

良好

覆土下層

図版番号
計　　　　 測　　　　 値

石　　 質 出工地点 備　　 考種　　　　 別

！ 長さ （cm） 幅　 員m ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第26図6 砥　　　　 石 7．7 も8 2。3 川 ．1 泥　 岩 竃　 内 Q 7

表2　住居跡一覧表

住居跡
位置
主 （長）軸

方　　　 向
平面形

規　 模 （m ）壁高
床面

内　 部　 施　 設 」

！亀 楷‡上 出　　 土　 遺　 物
備　　　 考

番　号 （長軸×短軸） （cm ） 壁溝桓 穴
貯蔵穴ピット出入日 （重複関係）

1 Å3h lN －220－W 正 方 形 4。90　×　4。81 16～31 平坦
一車

0 0 1 自然 土師器，須恵器，鉄製品

2 Å2h7 N －約㌧虻 長 方 形 5。18 ×（3。55）27～47 平坦
鯛 巨

0 2 0 0 自然土師器，須恵器，鉄製品　 鉄渾 SK …11暫12より古い

3 Å2 h5 N 」ぜ⊥W 正 方 形 3。80　×　3。65 30 平坦
一部巨

0 0 0 1 自然土師器，須恵器，鉄製品 Sト 4 より古い

4 Å2 h5N －150…W （方　 形） ［4。58］×（0。90） 50 平坦
一部！0

0 1 1 自然弥生土器，土師乳 須恵乳 鉄製品 鉄棒 Sト 3 より古い

5 Å2j7 N －340－W （方　 形） （2ダ99）×（2。12） 20 平坦
無 i o

0 0 0 l 自然弥生土器，土師器，須恵器

6 Å2j3 N …2が∵Ⅳ 長 方 形 3。22　×　2。95 3 平坦
無 i o

0 0 0 1 不明土師器，須恵器

7 B 2a2 N …11。－W （方　 形） 2．88　×（1。90） 15 平坦
無 i o

0 0 0 1 人為 土師器，須恵器，石製品 Sト 8 より古事

8 Å2 j2 N …4 0－W 長 方 形 3．64　×　3。09 60 平坦 無 0 0 0 0 0 自然 弥生土器，土師器，須恵器 Sト 7 より古く，
封＋9 より新しい

9 Å2 jl N －2ダ∵Ⅳ （方　 形） 6．27 ×（5。28）20～30 平坦 無 0 0 0 0 1 自然 弥生土器，土師器，須恵器，陶器 Sト 8 より古い

10 B l a9 N －130…W （方　 形） 4。58 ×（2。頼 5 平坦 無 1 0 3 0 0 自然土師器，須恵器 Sト12より古い

11 Å1 i9 N …3 。…W （方　 形） 5。03 ×（2。57）30～50 平坦 無 2 0 0 1 自然土師器9　須恵器，石製品 SK －13より古い

12 B l a8 N －7 。一W （方　 形） 4。5　×（1。05） 50 平坦
j
無 中
ノiヽヽ

0 0 0 1 自然土師器，須恵器，石製私　 鉄繹 Sト10より新しい

13 Å1j6 N 」ザ㌧ E 正 方 形 4。28　×　3。79 30 平坦 無 4 0 0 0 1 自然弥生土器，土師器，須恵器，石製品
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2　土坑

当遺跡からは，土坑が37基検出されている。ここでは時代が推定できるものや，特徴的なものについて記述

し，他は一覧表に掲載する。

第2号土坑（第27図）

位置　調査区東端，A2i9区。

規模と平面形　径約0．9mの円形である。

主軸方向　N－560－W

壁面　壁高は約25cmで，外傾して立ち

上がる。

底面　皿状を呈する。

覆土11層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少呈

2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小プロ

3　赤褐色

4　黒　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

7　暗褐色

8　暗赤褐色

ック微量

ローム粒子微量

ローム粒子中量

黒色土粒子微量

ローム塞立子微量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

／　④

⊥ニl－
可

A

－44・2汀－　K eK　－

0　　　　　　　　　　　　　10cm

1－＿＿　；　　　［

2m

l　　　；　　　I

第27図　第2号土坑・出土遺物実測図

9　黒褐色　娩土粒子・ローム粒子微量

10　赤褐色　ローム粒子微量

11褐　色　ローム粒子微量

遺物　土師器片7点が出土している。第27図1の土師器杯は，覆土中層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から平安時代（10～11世紀）の土坑と思われる。

第2号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第27図 杯 A　 9．7 平底。休 部は外傾 して立 ち上が り， 口縁部，体部 内 ・外面横 ナデ，底部 長石 ・石英 ・雲母 P 60　 7 0％

1 土 師 器 B　 2．3

C　 4．3

口線部 で外 反す る。 回転糸切 り。 橙色

普通

覆土 中

第23号土坑（第28図）

位置　調査区中央部，Alio区。

規模と平面形　長径3．12m，短径1．45mの不整楕円形である。

主軸方向　N－770－E

壁面　壁高は約10cmで，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　4層からなり，人為堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子・ローム中7eロック微量

4　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック中量

遺物　土師器片6点，須恵器片1点が出土している。第28図1の土師器杯は，底面から出土している。
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所見　本跡は，出土遺物から平安時代（10～11世紀）の土坑と思われる。

／　　＠）

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿　　；　「∃

第28図　第23号土坑・出土遺物実測図

第23号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（om） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第28図土不AlO．1平底。休部は内攣しなから立ち上が口綾部，体部内・外面横ナデ。底部長石・雲母 P6180％

1 土師器B　2．0

C　5．2

り，口綾部で外反する。 回転糸切り。 橙色

普通

覆土中

第24号土坑（第29図）

位置　調査区中央部，Aljo区。

規模と平面形　長径2．74m，短径1．27mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－240－W

壁面　壁高は約25cmで，なだらかに立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量 2　暗褐色　ロームブロック・ローム粒子中量

遺物　土師器片8点，須恵器片2点が出土している。第29図1の須恵器高台付杯は，底面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物が少なく詳細は不明であるが，平安時代（8世紀後半から9世紀前半）の土坑と思わ

れる。

第24号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第29図 高台付杯 B （3．4） 休部， ロ綾部 欠損。底部 と休部 の境 体 部内 ・外面 ロタロナデ。底部回転 長石 ・針状鉱物 P 62　 40％

1 須 恵 器 D ［12．0］

E　 l．1

は綾 をな して屈曲 し，休部 はわずか

に外傾 して立ち上が る。高 台部 は，

「ハ」 の字状に開 く。

へ ラ削 り後，高 台部貼 り付 け。 褐灰色

良好

覆土 中
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0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

r＿ニーl‖‾二＿＿二＿エ…　＿　二．＿＿　＿4

第錮図　第錮尊堂銑◎出藍逸物実測図

∴…∴∴〕

0　　　　　　10cm

巨二二二二二ヒ二二二二二二』

第鏑尊堂坑（箪30図）

位置　調査区西部，Ali7区。

重複関係　北部で，第26号土坑と重複している。本跡が9　第26号土坑の覆土を掘り込んでいるので新しい。

規模と平面形　径約1。30111の円形である。

主軸方向　N－1．8ローW

壁面　壁高は約30cIuで，外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　7層からなI上　人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子多義

2　黒褐色　ローム粒子多義

3　暗褐色　ローム粒子多量

4　黒褐色　ローム小ブロック少量

5　極暗褐色　ローム粒子多義

6　黒褐色　ローム小ブロック多量

7　極暗褐色　ローム粒子少量

第開園　舞踊◎錮尊堂坑◎出藍遺物実測図

‾l‾l：l：‾‾＿Et二千；l‾‾

＿＿＿∴二二‾‾
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遺物　土師器片34息須恵器片2点が出土している。第30図1．の土師器高台付杯，2の須恵器高台付杯，3の

土師器婆は，覆土中から出土している。

所農　本跡は，出土遣物から平安時代（11世紀代）の土坑と思われる。

第25号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第30図 高台付杯 A　 ll。0 休部は内攣 しなが ら立 ち上が り， 口 口綾部，体部 内 ・外面へ ラ磨 き。底 長石 ・スコ リア P 63　70％

1 土 師 器 B　 4．3 綾部で外反す る。 高台部は，「ハ 」の 部 回転 へ ラ削 り後， 高台 部 貼 り付 橙色 覆土 中

D　 5．9

E　 O。9

字状に開 く。 け。 普通

2

高 台付 埠 A　 15．0 高台部 欠損。休 部は， 内攣 気味に立 口綾部，体部 内 ・外面横 ナデ。日録 長石 ・石英 P 64　 70％
須 恵 器 B （4。1）

E （0。5）

ち上 が り， 目線部で外反す る。 端部，回転へ ラ削 り調整。底部 回転

へ ラ削 り後，高台部貼 り付 け。

橙色

普通

覆土 中

3

整 A ［21．0］ 底部か ら休部下端 欠損。休部 は， 内 口綾部，体 部内 ・外面横ナ デ。 口線 長石 ・石 英 P65 10％
土 師 器 B （12。2） 攣気味に立 ち上 が り， 口綾部 で「く」

の字状に屈曲す る。

端部へ ラナデ後，横ナデ。 橙色

普通

覆土中

第鍼尊堂坑（第31図）

億置　調査区中央部，A2j2区。

重複関係　西部で，第8号住居跡と重複している。第8号住居跡が，本跡の覆土を掘り込んでいるので本跡が

古い。

規模と平面形　径約1。20111の円形である。

主軸方向　N－290－W

壁面　壁高は約80cmで，外傾して立ち上がる。

底面　皿状を呈する。

覆土　5層からなり，人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子少量　4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・

2　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子少量，炭化　　　　　　　炭化粒子少量

粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子

3　暗褐色　ローム粒子多亀　ローム中ブロック・焼土粒子少量，炭化　　　　　　　少鼠焼土粒子微量

粒子微量

遺物　土師器片3鳥須恵器片1点が出土している。第31図1の土師器高台付埠は，覆土中から出土している。

所凰　本跡は，出土遺物が少なく，詳細は不明であるが，土師器高台付杯の特徴から平安時代（10世紀代）の

土坑と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m O

＿　　　　　　　＿j L⊥＿＿＿＿＿亡　＿＿＿＿＿＿」

窮鋸屑　第銅号土坑。出土退助芙測固
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第28号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第31図 高台付杯 A ［14。9］ 高台部 か ら口綾部 にかけての破片。 口綾部，休 部，底部 内面へ ラ磨 き。 長石 ・ス コリア P6 6　6 0％

1 土 師 器 B　　 7。0 休部 は， 内攣 して立 ち上が り， 口緑 日録部，休 部外面横ナデ。底部回転 黄橙 色 覆 土中

D ［9．2］

E　 l．9

部 でわずかに外 反す る。高 台部は，

「ハ」の字状に開 く。

へ ラ切 り後，高台部貼 り付け。 普通

第35号患坑（第32図）

位置　調査区中央部，Bla。区。

規模と平面形　長径約0．95m，短径約0．80mの楕円形である。

主軸方向　N－40－W

壁面　壁高は約20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　皿状を呈する。

覆土　単一層であり，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　灰粕陶器（花瓶）1息　砥石1点，刀子1点，甲胃の小札等152点が出土している。第33図1の灰粕陶

器（花瓶），2の砥石，3の刀子は，小札と共に底面より出土している。

所農　本跡は，出土遣物（灰粕陶器花瓶）から13世紀後半の土坑と考えられる。

④　旦超軋⑳m

て＝：遜「
11　、

第鍼図　第鍋尊皇坑実測図

第35号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　50cm

「一一　‥＿！＋‥…！

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 ’徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第33図 花　　 瓶 A　3．0 休部は，丸味をもって立ち上がる。 口綾部から脚部ロクロナデ。底部回 長石細粒 P 67　95％

1 灰寒由陶器 B　8．4 頸部は直線的に立ち上が り，口唇部 転糸切り。口縁部内 ・外面および体 灰白色 底面

D　3．8 で外反する。脚部 は，「ハ」の字状 部下端にかけて漬ける浸け粕。脚部 良好

E l。8 に強く張り出す。 無寒由。

図版番号 種　　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出土地点 備　　 考

長さ（cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第33図2 砥　　　　 石 （8。3） 3．4 0．6 34。5 鳴滝石 底面 Q 13

図版番号 種　　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第33図3 刀　　　　 子 17。8 1．6 0．4 28．7 底　 面 M 5
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第開園　か礼賛別

表3　小札一覧表

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値 孔　　　　 数
形　 状 備　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ） 左　 列 右　 列

第33図 4 小　 札 7．2 4．2 0．5 26．7 4 （6 ） 6 （7 ） A M 6 － 1

5 小　 札 7。6 4．1 0．4 26。8 6 6 A M 6 － 2

6 小　 札 7。3 4．2 0．4 24．2 6 7 A M 6 － 3

7 小　 札 7．3 4。1 0．6 27。6 5 （6 ） 6 （7 ） A M 6 － 4

8 小　 札 7．8 4．0 0．5 27。2 5 3 C M 6 －5

9 小　 札 7．5 4．0 0。3 30．5 7 7 A M 6 －6

10 小　 札 7．6 3．8 0。2 27．5 6 7 A M 6 －7

11 小　 札 7．8 3。9 0．3 22。1 6 7 D M 6 －8

12 小　 札 7。4 3。9 0．2 26。0 6 7 F M 6 －9

13 小　 札 7．5 4．3 0．2 31。8 7 6 A M 6 －10

14 小　 札 7．5 3。8 0。3 31。0 6 6 H M 6 －11

15 小　 札 7．1 3．8 0．3 22．2 6 7 G M 6 －12

16 小　 札 （7．2） 3．9 0。2 14．4 6 6 A M 6 －13

17 小　 札 7．4 3。8 0．3 24．5 6 7 A M 6 －14

18 小　 札 7．2 3．7 0。2 24．2 5 5 A M 6 －15

19 小　 札 7．2 3．6 0．2 29．4 4 6 E M 6 －16

20 小　 札 （6。4） 4．1 0．4 21．3 2 （3 ） 5 － M 6 －17

21 小　 札 7。5 4。0 0．3 26。8 6 6 － M 6 －18

22 小　 札 7．2 4．0 0．3 25．4 6 7 A M 6 －19

－47－



図版番 号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 乱　　　　 数

ノ　　　、、 備　　　　 考
長さ （cm ） 幅 （cm ） 厚さ （cm ） 重義 （g ） 左　 列 右　 列 形　 状

23 小　 札 7。8 3．9 0．3 2 6．3 6 7 D M 6 －20

2 4 小　 札 7。4 4。1 0．3 3 1。2 6 6 L M 6 －21

2 5 小　 札 7。3 4．6 0．3 2 3．6 6 4 （5 ） A M 6 －22

2 6 小　 札 7。7 5．0 0。4 30。3 5 7 － M 6 －23

2 7 小　 札 7．6 4。1 0．3 18．8 5 7 C M 6 －24

28 小　 札 7．4 3．9 0．3 22．1 6 7 D M 6 －25

29 小　 札 7．4 4．0 0。3 29．7 5 6 （7 ） D M 6 －26

30 小　 札 （5．8） 3．8 0．3 19。7 4 3 （4 ） － M 6 －27

31 小　 札 7。7 4．0 0．3 2 7。1 6 6 （7 ） － M 6 －28

32 小　 札 7。5 4。0 0．4 3 3．1 6 6 C M 6 －29

3 3 小　 札 7。4 4。1 0．3 2 0．2 7 7 A M 6 －30

3 4 小　 札 7。4 3．9 0．9 1 5．2 6 7 A M 6 －31

3 5 小　 札 （6。9） 4．1 0．3 2 2．6 6 7 － M 6 －32

3 6 小　 札 （6。8） 3．8 0。3 2 2．9 5 7 － M 6 －33

第34図37 小　 札 （7．3） 3．9 0．4 26．6 4 （6 ） 3 （4 ） － M 6 －34

38 小　 札 7．3 3。8 0．2 18．3 5 （7 ） 6 D M 6 －35

39 小　 札 7。3 3。9 0．25 27。9 5 （6 ） 4 （7 ） D M 6 －36

40 小　 札 7．9 4．0 0．3 32。5 5 （6 ） 6 （7 ） C M 6 －37

41 小　 札 7。7 3．5 0．3 25．1 3 （5 ） 7 J M 6 －38

42 小　 札 7。4 4．0 0．2 3 1．4 5 （6 ） 5 （7 ） A M 6 －39

43 小　 札 7。6 3。8 0．3 2 5．1 6 6 （7 ） D M 6 －40

44 小　 札 7．3 4．0 0．2 1 9．0 6 7 A M 6 －41

4 5 小　 札 7．3 4．3 0．2 2 5．6 6 （7 ） 6 （7 ） N M 6 －42

4 6 小　 札 7．1 4．0 0。25 2 4。4 6 7 A M 6 －43

4 7 小　 札 7。3 3。9 0。3 2 7。8 6 6 L M 6 －44

4 8 小　 札 7。8 4．4 0．2 26．2 6 6 D M 6 －45

4 9 小　 札 7．4 4．1 0。2 26．2 5 （6 ） 7 A M 6 …46

50 小　 札 7．5 3．8 0。2 27。8 6 7 A M 6 －47

5 1 小　 札 （7。4） 3．4 0．2 15．1 4 （5 ） 6 － M 6 －48

52 小　 札 7．7 3．9 0。2 26．3 6 7 － M 6 －49

53 小　 札 7．4 3。7 0．2 30。4 4 （6 ） 5 （6 ） A M 6 －50

54 小　 札 7．6 3。8 0．2 2 5。7 4 6 D M 6 －51

5 5 小　 札 7．2 3．6 0．2 2 2．5 5 （6 ） 4 （7 ） E M 6 －52

5 6 小　 札 7。3 3。4 0。15 19．3 5 （6 ） 6 （7 ） J M 6 －53

5 7 小　 札 7。1 3。7 0。2 2 7。4 6 6 °（7 ） D M 6 －54

5 8 小　 札 7。5 3．7 0。2 3 4。6 6 7 C M 6 －55

5 9 小　 札 7．4 4．1 0。3 2 6。1 5 6 0 M 6 －56

60 小　 札 7．6 4．1 0。2 26。6 3 7 I M 6 －57

6 1 小　 札 7・4 3．9 0．2 18。8 5 7 F M 6 －58

62 小　 札 7。3 4。1 0．2 32．6 6 7 F M 6 －59

63 小　 札 7。4 4．0 0．2 32。6 5 （6 ） 6 A M 6 －60

64 小　 札 7．4 4．5 0．4 27．9 6 6 － M 6 －61

6 5 小　 札 7．4 3。8 0．3 22．9 4 （5 ） 6 （7 ） A M 6 －62

6 6 小　 札 7。3 4．0 0。2 2 4。0 5 4 （5 ） A M 6 －63

6 7 小　 札 （7。2） 4．3 0。1 15。6 6 6 － M 6 －64

6 8 小　 札 7。5 4．0 0。3 2 2．2 6 6 （7 ） F M 6 －65

69 小　 札 7．5 4。0 0．2 2 7．3 3 （4 ） 6 （7 ） A M 6 －66
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図版 番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 孔　　　　 数 巨 状

備　　　　 考
長 さ（cm ） 幅　 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 義 （g ） 左　 列 右　 列

70 小　 札 7．5 3．5 0．2 1 8。7 6 7 D M 6 －67

71 小　 札 7．4 3．6 0。2 26。7 6 5 J M 6 －68

7 2 小　 札 7．3 3．8 0．2 22。6 6 6 （7 ）
－ M 6 －69

7 3 小　 札 （6．6） 4．2 0．3 20．5 5 6 － M 6 －70

7 4 小　 札 （7．3） 3．9 0．2 17．6 3 （6 ） 4 － M 6 －71

7 5 小　 札 （7．0） 4。3 0．3 2 2。3 7 － － M 6 －72

76 小　 札 7．5 （3．11 0．4 10．9 3 6 － M 6 －73

77 小　 札 （5．5） 4。0 0．2 1 8。2 4 3 （5 ） － M 6 －74

78 小　 札 （6．6） 4．0 0．3 7．4 4 5 － M 6 －75

79 小　 札 （5．4） 4．1 0．2 8．4 4 5 － M 6 －76

8 0 小　 札 （4。4） 3。9 0．25 12．4 3 3 － M 6 －77

8 1 小　 札 （4。8） 3。9 0．2 14．0 2 2 （3 ） － M 6 －78

8 2 小　 札 （4。8） 4。5 0．5 11．5 3 3 （4 ） － M 6 －79

8 3 小　 札 （4。5） 4。2 0．2 11．3 3 4 － M 6 －80

第35図84 小　 札 6。8 3。6 0．3 2 1．1 5 、6 M M 6 －81

85 小　 札 6．8 3．8 0．6 18．2 7 5 （6 ） B M 6 －82

86 小　 札 6．7 3。3 0．2 19。7 6 6 B M 6 －83

8 7 小　 札 7。2 3。5 0。3 1 8。4 5 7 E M 6 －84

8 8 小　 札 6。9 3。6 0。25 1 8。1 5 6 （7 ） B M 6 「桁

89 小　 札 7．5 3。5 0。3 22．0 6 5 （7 ）
－ M 6 －86

9 0 小　 札 6．9 3．3 0。2 17．7 6 6 （7 ） － M 6 －87

9 1 小　 札 6。9 3。4 0．2 21．5 6 7 B M 6 …88

92 小　 札 6．8 3．5 0。2 15．2 5 7 K M 6 …89

93 小　 札 6．9 3。6 0．2 18。5 4 3 B M 6 －90

94 小　 札 （6．9） 3．3 0．4 2 3．7 5 5 K M 6 －91

95 小　 札 6．7 3．6 0。3 1 9。2 5 7 K M 6 －92

9 6 小　 札 6．7 3．2 0．15 1 9．9 5 5 K M 6 －93

9 7 小　 札 7．3 3．8 0．25 2 1。3 3 （4 ） 6 － M 6 －94

9 8 小　 札 6。8 3．7 0．3 20。6 6 6 － M 6 －95

9 9 小　 札 6．9 3．6 0．3 17。4 6 7 M M 6 －96

100 小　 札 7．0 3．6 0．3 20。4 4 5 K M 6 －97

1 0 1 小　 札 6．8 3。3 0．3 16．7 4 6 － M 6 －98

1 02 小　 札 （6．8） 3。3 0．2 17。0 5 6 （7 ） M M 6 －99

10 3 小　 札 6。9 3．7 0．2 18。5 6 7 K M 6 …100

10 4 小　 札 7。0 3．4 0．2 1 5．9 3 5 B M 6 …101

10 5 小　 札 （6。0） 3。4 0。2 1 3．5 5 5 － M 6 －102

10 6 小　 札 （7。1） 3．6 0。3 16．5 5 5 （6 ） － M 6 …103

10 7 小　 札 7．0 3。7 0。2 17．4 5 （6 ） 6 － M 6 －104

108 小　 札 （6。7） 3．6 0．3 14．1 6 3 － M 6 －105

1 09 小　 札 （5。8） 3。7 0．5 10。3 4 5 － M 6 －106

1 10 小　 札 （5．7） 3．6 0．4 12。2 4 6 － M 6 －10 7

1 11 小　 札 （5。8） 3。5 0．3 9．2 6 5 － M 6 …10 8

1 12 小　 札 （5。0） 4．0 0。3 9．7 3 2 （3 ） － M 6 …10 9

11 3 小　 札 （6。8） 3．6 0。3 1 3。6 6 3 M 6 －11 0

11 4 小　 札 （5．1） （3．4） 0。3 （10。2） 4 5 M 6 －11 1

11 5 小　 札 は 2） 3。4 0。3 10。4 3 4 M 6 －112

1 16 小　 札 （4。9）ス 3。4 0．3 9．4 3 3 M 6 －113
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図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 乱　　　　 数

形　 状 備　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 義 （g ） 左　 列 右　 列

117 小　 札 （4．1） 3．7 0．2 10．3 1 1 － M 6 －11 4

11 8 小　 札 （5．5） 3。6 0．2 1 3．4 5 4 － M 6 －11 5

11 9 小　 札 （5。4） 3．4 0．5 1 1。8 5 5 － M 6 －11 6

120 小　 札 （4。5） 3．6 0．2 9。9 3 ′2 － M 6 －11 7

12 1 ノJ、 札 （3．6） 3．7 0。1 8弓 2 4 － M 6 －118

1 22 小　 札 （3．6） 3．8 0．2 7。9 1 1 F M 6 －119

1 23 小　 札 （2．5） 4。2 0。5 6。9 2 2 － M 6 －120

1 24 小　 札 （3．5） （2．3） 0．15 3．5 － 1 A M 6 －12 1

1 25 小　 札 7．4 5．8 43。8 －
M 6 －122　癒着

12 6 小　 札 25．4 A M 6 －123　癒 着

12 7 小　 札 42。0 B M 6 －124　癒 着

12 8 小　 札 7．1 5。0 41。6 D　 M M 6 －12 5　癒 着

12 9 小　 札 6。7 3．2 35．9 A M 6 －12 6　癒 着

13 0 小　 札 3．1 3。9 36。9 － M 6 …12 7　癒 着

13 1 小　 札 38。5 B　　 L M 6 …12 8　癒着

13 2 小　 札 75．5 F M 6 …12 9　癒着

13 3 小　 札 12．1 － M 6 …13 0　癒着

第36図13 4 小　 札 59。8 D M 6 －13 1 癒着

13 5 小　 札 60．1 A M 6 －13 2　癒着

136 小　 札 7。3 4。7 4 0．5 0 M 6 －13 3　癒着

137 小　 札 7。1 4．0 0。2 3 1。3 3 2 （3 ） B M 6 －134　癒着

138 小　 札 67．9 M 6 －135　癒着

139 小　 札 7．4 4．7 52．9 M 6 －136　癒着

140 栴檀板 （10．1） 10．6 0。4 8 1．7 M 6 －137

1 41 壷　 板 （13．1） ．10．6 0．3 1 46．6 M 6 －138

14 2 壷　 板 （14．9） 10．1 0．3 1 46．7 M 6 －139

14 3 壷　 板 （7．0） 7．2 0．2 28．9 M 6 －14、0

14 4 壷　 板 4。2 1 0．5 0．4 83。2 M 6 －141

14 5 壷　 板 （14．8） （11．9） 0。2 16 9．6 M 6 －14 2

14 6 壷　 板 9。5 8．2 0．4 6 9．0 M 6 －14 3

14 7 壷　 板 （8．3） 10．2 0．5 4 1．6 M 6 －14 4

14 8 壷　 板 （9。1） （9．6） 0。4 7 0．5 M 6 －14 5

14 9 壷　 板 （9．3） （10。0） 0．2 7 0。0 M 6 －14 6

150 壷　 板 （7。0） （8．4） 0。2 5 4．1 M 6 －14 7

15 1 壷　 板 （5。4） 8．6 0．5 3 4．0 M 6 －14 8

152 壷　 板 6。6 3．8 0。3 1 9．2 M 6 －14 9

1 53 壷　 板 － 10。6 0．2 3 9．9 M 6 －15 0

1 54 栴檀板 （5。0） （9。5） 0。3 5。1 M 6 －15 1

1 55 栴檀板 （6．2） （3．5） 0．2 7．1 M 6 －15 2

1 56 栴檀板 （5．1） （2．6） 0．2 22。3 M 6 －153
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第1号土坑土層解説　し第38図、1

1　黒栂色　ロー一一一一一一ム粒千微量

2　暗褐色　ローム粒子少最　焼土粒子後室

3　黒褐色　ローム粒子微量

」　出　色　ロー→∴粒召微量

第3号土坑土層解説　し第：刷、粧

1黒椙色　ロー一一一一ム小フ㌧ブりク少量，しトー∴粒千中量

第4号土坑土層解説　し、第：刷、抑

1暗オリーブ褐色　ローム粒子多最　ローム小ブロック少亀

焼土粒子極微最

第5－B号土坑土層解説　し第：刷叶

1　表　　　　　上

2　黒　′褐　色　ローム粒子中島．ローム小ブロック少量

3　オリーブ褐色　ローム小ブロック0ローム粒子中量

第6号土坑土層解説　し第月抑

1～4層は第2号住居跡覆土

5　黒褐色　ローム粒子少呈，廃土粒子極微墓

44．8m　2

、＼㌫・∴ノ
3

読焉
A
－44．8m

、ふJ′こ！一′㌣ノ／

0

S K33

2m

＄隠語訝　　　　　　　　　　　　』

（う．黒　　　　　色　ローvl・ム粒子少量

7　暗すリー一一一一ブ暗色　tトーム粒J’・中量

8　黒　　褐　　色　ローム粒子少最　焼土粒子極微巌

第8号土坑土層解説　し第！刷坤

1　黒出色　焼土粒子悔微量

第9号土坑土層解説　し第二冊絆

1暗オリーブ褐色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量

？　黒　　栂　　色　ロー一一一ム粒J1－量

3　オリーブ褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子極微墨

4　明　黄　褐　色　ローム粒子極微呈

第10号土坑土層解説　し第1刷・中

1　黒机色　ロー1ム小プロ、、．ノウ少量

第11号土坑土層解説　し第月抑

1～10は重複遺構凍土

9　暗オリーブ褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック極微墓

相　黒　　褐　　色　ローム粒子中量

H　暗オリーブ褐色　ローム粒子中風　ローム小ブロック微量
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12　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量

第ほ号土坑土層解説（第7図）

13　暗オリーブ褐色　ローム粒子中鼠　焼土粒子・炭化粒子極微量

14　黒　　褐　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子極微量
1⊂　　口立」－ll“＿rデ土日血　　rr b　／」、－了やn　　　ノ7「＋1旦　l比」一虫一七了　＿　ピユル止－ち7比
⊥J　　呵ヨ／」．ノ　　／ノ押野⊂ユ　　し」　　JA／」’／　LJ　ソ　／　T鼠†　ノウに⊥4リムJ‾‾　－　ノ火ib4王払1「1旦さ

微量

16　黒　　褐　　色　ローム粒子少量

第拍号土坑土層解説（第39図）

2　黒褐色　ローム大ブロック・ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子多義

4　黒褐色　ローム粒子微量

第30号土坑土層解説（第39図）
1　　　日ヨ土日∠乙　　　M I、kJごて　パ、巨1　　　M　　　　ナ　．r　一丁や、＿→　　　ノ74山L幸鼠

⊥　　莞憫ヒユ　　LJ－ム他丁二タ巌，　〕－ム／」ヽ／LJ　ツ　／1歌里

2　暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック・粘土粒子微量　　　第32号土坑土層解説（第39図）

3　暗褐色　ローム粒子中量，砂質　　　　　　　　　　　　　　　　　1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック中巌，ローム粒子少量

第国号土坑土層解説（第39図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

1　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　第33号土坑土層解説（第39図）

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量　　　1　褐　色　ローム粒子少量

第15号土坑土層解説（第39図）

1　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

第19号土坑土層解説（第39図）

1　暗褐色　ローム粒子中島　ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

第26号土坑土層解説（第30図）

1－7は第25号土坑覆土

8　極暗褐色　ローム粒子多量

9　褐　　色　ローム微粒子少量，ローム大ブロック微量
10　黒褐色　ローム粒子少量

第29号土坑土層解説（第39図）

1　黒褐色　ローム小ブロック少量

表4　土坑一覧表

2　暗褐色　白色微粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック少量

第36号土坑土層解説（第39図）

1　黒　　色　白色微粒子少鼠　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量

3　極暗褐色　ローム小ブロック少量

4　黒　　色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム中ブロック少量

6　黒褐色　ローム大ブロック少量

7　暗褐色　ローム中ブロック少量

8　褐　　色　ローム大・中ブロック少量

第37号土坑土層解説（第39図）

1　黒褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

5　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

土坑

番号
位　 置

】
長　径　 方　 向

（長 軸方 向 ）
平 面　形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　　 土　　　 遺　　　 物

備　　　　　 考

（重 複 関 係 ）長径（軸）×短径（軸）（m ）深さ（cm）

1 A 2 h 9 N －420　－E 円　　　 形 0．71 ×　0．68 29 外傾 皿状 人為 土師器 5

2 A 2 i9 N －560　－W 円　　　 形 0．90　×　0．89 30 外傾 皿状 人為 土師器 7

3 A 2 i8 N －840＋一一E 不 整 方 形 （1。37）× 1．08 55 垂直 平坦 自然 土師器25，須恵器8 ，縄文 1 S K －4 より新しい

4 A 2 i8 N －6 0　－W 不 整 方 形 2．34　×（1．64） 60 垂直 平坦 自然 土師器 2，須恵器2 ，縄文 1 S K －4 より古い

5 A A 2 j8 N －790　－E 隅 丸 方 形 2．00　×（0．70） 20 外傾 平坦 自然 SK －5 B より古い

5 B A 2 j8 N －79。 －E 隅丸長方形 2．80　× 1．20 23 外傾 平坦 自然 SK －5 A より新しい

6 A 2 i7 N －200　－W 隅丸長方形 1．85　×　0，50 45 垂直 平坦 人為 土師器 3 ，須恵器 2

8 A 2 h 4 N －180　－W 隅丸長方形 1．50　×　0．85 10 外傾 平坦 人為 土師器 3 ，須恵器 2

9 A 2 i7 N －9 0　－W 隅丸長方形 1．45　×　0．96 35 外傾 平坦 自然 土師器 5 ，須恵器 5

10 A 2 i7 N －170　－W 隅丸長方形 1．83　×　0．48 47 垂直 平坦 自然

11 A 2 h 7 N －0 0 楕　 円　 形 ［1．20］× 0．88 45 外傾 平坦 人為 SI－2 よりも新しい

12 A 2 h 8 N －31。－W 隅丸長方形 1．40　× 1．10 40 外傾 凹状 自然 SI…2 よりも新しい

13 A l i9 N －800　－W 不整楕円形 2．34 ×［1．7］ 34 外傾 平坦 自然 SI－11よりも新しい

14 A 2 h 4 N －17c　－W 楕　 円　 形 0．76　×　0．61 36 外傾 平坦 人為 土師器 4 ，須恵器 1，弥生 2

15 A 2 h 4 N 1 5ナ　ーW 楕　 円　 形 0．98　×　0．92 10 緩斜 皿状 自然

19 A l jo N －470　…W 不整楕円形 0．57　×　0．28 15 垂直 凹凸 自然 土師器 3，須恵器 1

2 3 A l io N －77い　－E 不整楕円形 3．12　× 1．45 10 外傾 平坦 自然 土師器 7，須恵器 1
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土坑

番号
位　 置

長　径　 方　 向

（長 軸 方 向）
平 面 形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　　 土　　　 遺　　　 物

備　　　　　 考

（重 複 関 係 ）長径（軸）×短径（軸汁叫 深さ（cm）

24 A l jo N －240　－W 隅丸長方形 2．74　× 1．27 23 緩斜 平坦 自然 土師器 9 ，須恵器 1 ，弥生 1 Sト 9 より新しい

25 A l i7 N －180　－W 円　　　 形 1．32 ×［1．19］ 25 緩斜 平坦 自然 土師器39，須恵器 2 SK －26より新しい

26 A l i7 N －670　－E 円　　　 形 1。30 ×［0．80］ 28 緩斜 平坦 自然 土師器10，須恵器 2 ．SK －25より古い

28 A 2 j2 N －290　－－W 円　　　 形 1．20　×（1．05） 80 外傾 皿状 人為 土師器 2 ，須恵器 1 ，弥生1 Sト 8 より古い

29 A l i9 N －150　－W 隅 丸 方 形 1．35　× 1．16 17 緩斜 平坦 自然 土師器118，須恵器23

3 0 A 2 j 2 N －170　－－W 円　　　 形 0．64　×　0．60 2 8 外傾 平坦 人為

32 A l j 9 N …870　－E 円　　　 形 0．64　×　0．61 2 0 緩斜 皿状 人為

33 A l j 9 N －100　－W 円　　　 形 0．55　×　0．53 17 緩斜 皿状 自然

35 B l a o N －40　－W 楕　 円　 形 0．89　×　0．75 25 緩斜 皿状 人為 花瓶 1，砥石 1，刀子 1 ，小札等153

36 A l j 8 N －100 ・－E 不整楕円形 1．85　× 1．25 25～40 緩斜 凹凸 人為

37 B l a 8 N －60　…W 不整楕円形 1．55　× 1．35 23 緩斜 皿状 人為

3　その他の遺構及び遺物

第1号竪穴遺構（第40図）

億置　調査区中央，A2j6区。

規模と平面形　長軸7。65m，短軸（3。98m）で方形と思われるが，南側が調査区外のため詳細は不明である。

0　　　　　　　2m

」　二＝二⊥二二三∃
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主軸方向　N－760－E

壁面　壁高約20cmで，緩やかに立ち上がる。

底面　ほぼ平坦であり，全体に軟弱である。

ピット　1か所。Plは，長径70cm，短径50cmの楕円形で，深さ10cmである。

覆土　3層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子極微量　　　　　　　3　暗オリーブ褐色　ローム粒子多量

2　オリーブ褐色　ローム粒子極めて多量

遺物　本跡からは，出土遣物がない。

所農　本跡は，平面形から住居跡とも考えられるが，床面が全体的に軟弱であること，壁面がしっかりしてい

ないこと，出土遣物が全くないことなどから，第1号竪穴遺構とした。

ピット群（第41図）

当遺跡からは，ピットが118本確認されている。特に調査区中央部から西部にかけて集中する傾向がある。

いずれのピットも円形で，径は20～50cm，深さ20～40cmである。柵列もしくは，柱穴列，掘立柱建物跡の可能

性も考えられたが，規格性が見られず，出土遺物も小片のみで時期決定できるものもない。性格不明のピット

群としてとらえておきたい。

4　遺構外出土遺物

当遺跡から出土した遺物で，遺構に伴わなかったものについて以下に記載する。（第42図）

1，2は縄文時代中期阿玉台式土器である。1は半裁竹管により文様が描かれている。2は輪積痕を残し，

爪形文が施されている。3は縄文時代後期称名寺式土器で，LRの単節斜縄文を地文に，太めの沈線により文

様が描かれている。4－6は弥生時代後期十三台式土器である。4は目線部片で，4本単位の櫛による波状文，

沈線による格子目文が描かれている。5，6は胴部片で，付加条2種の縄文を羽状に施文している。7，8は

須恵器杯の底部片である。9，10は須恵器高台付杯の底部片，11は須恵器盤の破片である。いずれも線刻を有

している。12は土製の支脚である。13－15は砥石である。13は砂岩を用い4両を使用している。14は緑泥変岩

を用い1両のみを使用している。15は粘版岩製で，片側縁は切り出し痕が残る。16，17は石鉄である。16は

チャート製，縦長で挟りは小さい。17は頁岩製，短茎で脚はやや長めである。
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第42図　遺構外出土遺物実測図

第4節　まとめ

＼ヒ主音＼亡圭♂
．′舶　　　　用

10cm

」－＿＿＿＿j　　　　！

当遺跡から検出された遺構は，竪穴住居跡13軒，土坑28基，ピット118本，竪穴遺構1基である。以下，各

時代毎に主な遺構と遣物についての概略を述べ，まとめとしたい。

縄文時代

遺構は確認されず，土器片が表土および後代の遺構覆土中から少量出土しているのみである。土器片は小片

が多い，中期阿王台式，後期称名寺式土器である。
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弥生時代

遺構は確認されず，少量の土器片が表土および後代の遺構覆土中より出土している。後期の十王台式土器で

ある。

古墳時代

古墳時代の住居跡は2軒検出されている。第1号住居跡の出土遺物は9　土師若林の口径が小ぶりであるこ

とラ底部のへラ削り調整が雑であること9日綾部の立ち上がりが短いことなどから㍉㍗陛紀後半と考えられる。

第9号住居跡の出土遺物はラ　土師器棒が扁平であること9　婆が長胴化していること，婆型甑が存在しているこ

となどから6世紀後半と考えられる。7の須恵器高台付棒は，覆土中層からの出土であり9　流れ込みと考えら

れる。

平安時代

平安時代の住居跡は8軒検出されている。第4011号住居跡は9　須恵器棒の底径が口径の1／2以上である

こと9　二次底部面を持つ隼が見られること，盤が大型化していることなどから8世紀後半と考えられる。

第26307秒8も12e13号住居跡はヲ　須恵器隼の底径が口径の1／2以下であることヲ　須恵器蓋が存在し

ていること，盤が伴うことなどから9世紀前半と考えられる。

第2e23号土坑出土の土師器棒はラ　器高が低く，皿状で糸切り痕が見られることなどから1～n世紀と考え

られる。第25号土坑出土の高台付孝は学　小型化しており，臼綾部が外反することなどから9　n世紀と考えられ

る。第28号土坑出土の土師器高台付棒は，高台部が足高であること，部分的に内面黒色処理されていることな

どから10世紀代と考えられる。

第35号土坑出土鉄製品（小札）について

本跡からは9　鎧の小札◎壷板，刀子9　花瓶が出土している。特に小札は150枚を越える数がまとまって出土
おどしいと　　　　　まと

している。小札は威糸をはずし，纏めた状態で，壷板は纏めた小札の東側に置かれた状態で出土している。小

札の下，最底部には花瓶が横位の状態で，刀子は小札と同レベルから出土している。

小札は，威穴2行の並列で9　大きさおよび小札頂部の形により15種類に分類できる。（第37図）（腐食がかな

り進んでいるものもあるので，実際はもっと少ない種類になる可能性がある。）

A～E類はヲ　小札頂部で角度をもつもので9　A類が11息　B類が6息　C類が2怠　り。E類がそれぞれ1

点確認されている。F～M類は9　小札頂部が丸味をもつもので，F類が25点9　G類が5点，封巨Ie打類がそれ

ぞれ3点9　Kの監類がそれぞれ2息言M類が1点確認されている。N類は9　小札片側線が内攣するもので，1

点のみの確認である。の類は小札がほぼ長方形を呈するもので，2点確認されている。

それぞれの小札形状の差異はプ　鎧の部位における小札の種類の差異によるものと思われるが，威糸を抜か

れ，小札だけを纏めて埋納したような状態なので詳細は不明である。

概して，小札は大形であることから平安期の小札の特徴を兼ね備えているように思われる。なお9　共伴して

いる花瓶は，13世紀末と考えられることから，小札は伝世したものと推察できる。

出土遺物のへラ記号について（第43図）

当遺跡から出土した須恵器には，へラ記号の描かれているものが25点出土している。形態は，9種類を確認
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することができる。黄も多いものは，「－」の9点，次いで「＝」，「×」の2点で，いずれも直線または直線

の組み合わせによるものである。「－」，「×」は，木葉下窯跡群からも出土している。流通関連がうかがえる

資料である。木葉下窯跡群で確認されていないへラ記号については，今後の類例を待ちたい。

S13

第43図　へラ記号拓影図
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第35号土坑出土小札X線写真
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